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《主な内容》
◎平成24年度施政方針と予算
◎町職員・教職員等の人事異動
◎文芸年間賞の発表
◎町民講座・出前講座

　４月７日㈯、町立糠野目小学校には 57 人の新入生
が入学しました。
　入学式に元気に出席した新入生は、みんなとても明
るく楽しげな表情です。式では青木敏雄校長先生か
ら、「早寝・早起き・朝ごはん」「先生のお話をよく聞
くこと」「交通安全に気をつけること」の３つの約束
があり、新入生は元気な声で返事をしていました。

人　

口

計 25,324人
男 12,264人
女 13,060人

世帯数 7,506世帯
（４月１日現在）
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　現下の経済情勢につきましては、昨年３月の東日本大震災によ
る大きなダメージによって国内景気は急速に悪化しましたが、夏
ごろから回復傾向に戻りつつありました。しかし、その後にギリ
シャに端を発したヨーロッパの財政金融危機や円高、タイの大洪
水による国内企業の減産等があり、グローバル化した経済や貿易
が身近な問題として私たちの町にも影響をおよぼすなど、相変わ
らず厳しい経済状況にあると認識しております。
　一方、国内の政治状況につきましても、税と社会保障の一体改
革やＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）の参加問題、東日本大震災
の復興と原発事故の収束をどのように図るのかなど、国民の生活
に深く関わる多くの課題に直面しております。
　当町におきましては歳出面で、社会保障関連事業の高止まりや、
中学校統合関連の予算計上などにより厳しい財政状況が続きます
が、国・県と連携を密にし、町民の暮らしに直結する地域経済の
活性化策などにも積極的に取り組んでまいりたいと考えておると
ころです。
　平成 24 年度は、「地域産業の振興と活性化の実現」、「人づく
りと教育環境の整備充実」の政策に重点を置き、さまざまな施策
と事業を展開いたします。重点政策以外の政策についても総合計
画の進捗状況に留意しつつ、滞ることなく事業を展開し、全体で
は５つの政策に沿ってあらゆる分野で最善を尽くす考えです。
　また、平成 24 年４月１日には二市二町による消防の広域化が
スタートいたします。消防力に変化はないものですが、運営にあ
たっては広域消防と町の連携を深め、サービスの低下やご不便を
かけることがないよう安全安心の町を築いてまいります。
　総合計画に示す「いのち輝く」ということは、町民の生活が豊
かで、笑顔あふれる時間をいかに多く持てるか、この町に生きて
いることが喜びとなるのか、だと考えております。その実現こそ、
町の発展と活力につながるものであると確信しております。
　厳しい財政事情や困難に直面することがあっても、町民ととも
に課題に向き合い、活力と自信を持って行動し、未来に誇れる高
畠町をめざします。
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１ はじめに　１ はじめに　１ はじめに　

　３月５日から 23 日まで開催された３月定例町議会で、寒河江町長は　３月５日から 23 日まで開催された３月定例町議会で、寒河江町長は
「平成 24 年度施政方針」を説明いたしました。　これらの施政方針を「平成 24 年度施政方針」を説明いたしました。　これらの施政方針を
掲載します。掲載します。

　　３月５日から 23 日まで開催された３月定例町議会で、寒河江町長は
「平成 24 年度施政方針」を説明いたしました。　これらの施政方針を
掲載します。
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平
成
22
年
度
に
当
町
を
訪
れ
た
観
光
客
数

は
約
１
５
４
万
人
と
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
観
光
客
の
増
減
は
町
経
済
に
も
大
き

な
影
響
が
あ
り
、
多
く
の
事
業
所
は
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
当

町
に
は
歴
史
的
文
化
遺
産
が
数
多
く
点
在
し
、

四
季
折
々
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
、
観
光
施

設
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
に
は
自
然
と
食
を
求

め
て
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
お
り
、
観
光
を

産
業
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
の

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
地

域
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
た
か
は
た

③
観
光
産
業
の
育
成
と

　
　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
展
開

⑴ 

地
域
産
業
の
振
興
と
活
性
化
の
実
現
に
向
け
て

②
展
望
が
持
て
る
農
業
経
営
の
確
立

　

平
成
24
年
度
に
取
り
組
む
主
要
政
策
と
施

策
お
よ
び
主
な
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

取
り
組
む
政
策
や
施
策
、
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
政
策
審
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
ト

ー
ク
、
そ
し
て
地
域
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要

望
、
ご
提
言
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

①
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
と

　

雇
用
の
確
保

　

町
内
で
操
業
す
る
事
業
所
の
大
部
分
が
中

小
零
細
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
に
経
済

動
向
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
経
営
基
盤
は
非
常

に
脆
弱
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
内
企
業
や
自
営
業
の
就
業
人
口
は

５
千
人
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
町

民
が
町
外
に
雇
用
の
場
を
求
め
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
方
々
に
安
心
し
て
快
適
に

生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

雇
用
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
企
業
が
持
つ
技
術
力
を
高
め
、
不
況
下
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
町
内
企
業
の
経
営
基

盤
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
高
畠
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
や
中
小
企
業
保
証
料
補
給
、
中
小
企
業
振

興
条
例
奨
励
金
な
ど
、
町
独
自
の
経
営
支
援

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
四

半
期
単
位
で
変
化
す
る
経
済
状
況
下
で
は
即

効
性
が
低
い
と
考
え
、
企
業
が
行
う
設
備
投

資
等
に
直
接
支
援
す
る
（
仮
称
）
高
畠
町
中

寒河江　信　町長

小
企
業
経
営
革
新
促
進
事
業
を
新
設
す
る
と

と
も
に
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
や
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
し
付
け
（
ふ

る
さ
と
融
資
）
事
業
を
継
続
し
、
町
内
企
業

の
経
営
基
盤
強
化
と
雇
用
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
は
、
命
の
源
で
あ
り
、
地
域
産
業
の

基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
当
町
の
農
産
物
が
品

質
的
に
も
外
国
産
を
含
め
た
他
産
地
と
比
較

し
秀
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
安
全
安
心
な
農

産
物
」
で
あ
る
こ
と
を
全
国
の
消
費
者
に
情

報
発
信
し
、
生
産
者
の
方
々
が
自
信
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
今
後
と
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
農

作
物
へ
の
放
射
能
汚
染
の
不
安
や
風
評
を
払

拭
す
る
た
め
、
農
作
物
等
の
放
射
性
物
質
検

査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
転
作
地
を
活
用

し
、
畑
作
物
や
果
樹
・
園
芸
作
物
を
拡
大
す

る
た
め
、
新
年
度
か
ら
新
た
に
亀
岡
二
期
地

区
水
田
畑
地
化
事
業
に
取
り
組
み
、
継
続
し

て
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　

　

将
来
の
農
業
を
支
え
る
新
規
就
農
者
や
担

い
手
農
家
の
育
成
は
、
再
生
産
可
能
な
農
業

所
得
を
確
保
し
な
け
れ
ば
達
成
は
困
難
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
農
業
所
得
の
向
上
に
あ
た
っ

て
は
、
従
来
の
生
産
販
売
に
加
え
て
、
農
業

者
自
ら
が
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

創
意
・
創
造
に
よ
る
６
次
産
業
化
や
食
品
加

工
業
者
と
の
契
約
栽
培
な
ど
、
付
加
価
値
の

あ
る
農
産
物
の
生
産
・
販
売
へ
の
取
り
組
み

が
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
よ
り
国
の
新
た
な
施
策
に

基
づ
き
、
集
落
で
の
（
仮
称
）
人
・
農
地
プ

ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
作

成
を
推
進
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や
農
地

の
集
積
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲クラシックカー・レビュー
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⑵ 

人
づ
く
り
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実
に
向
け
て

　

新
学
習
指
導
要
領
が
、
小
学
校
に
お
い
て

は
昨
年
度
か
ら
、
中
学
校
に
お
い
て
は
本
年

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
こ
こ
ろ
、
健
や
か
な
身
体
が
調
和
し

た
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
教

育
の
推
進
と
、
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
施
策
と
し
て
、

力
の
つ
く
授
業
づ
く
り
推
進
事
業
の
よ
り
一

層
の
充
実
や
体
験
学
習
、
地
域
に
お
け
る
教

育
素
材
と
人
材
を
活
用
し
た
、
地
域
に
開
か

れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
個
性

や
感
性
を
育
み
、
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
て
る

教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習
上
の
教
育
課
題
の

支
援
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
教
育
の
一
層

夏
ま
つ
り
を
始
め
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ビ
ュ
ー
in
高
畠
の
開
催

な
ど
、
地
元
企
業
を
含
め
た
元
気
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
高
畠

の
特
色
あ
る
食
や
体
験
を
テ
ー
マ
に
し
た
魅

力
あ
る
観
光
誘
客
プ
ラ
ン
を
企
画
し
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
や
ま
が
た
花

回
廊
や
み
ち
の
く
お
と
ぎ
街
道
な
ど
の
広
域

観
光
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
仙
台
市
や

首
都
圏
で
の
観
光
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の

誘
客
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
統
合
中
学
校
の
建
設
と

　
　

教
育
環
境
の
整
備
充
実

①「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
の

　

推
進
と
学
力
向
上
の
実
現

③
地
域
づ
く
り
と
交
流
事
業
の
促
進

　

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
第

３
期
高
畠
町
地
区
づ
く
り
計
画
に
も
と
づ
き
、

地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
に
即
し
た
学
習
活

動
の
充
実
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
と
し
て
、

屋
代
地
区
公
民
館
の
改
築
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
平
成
23
年
10
月
に
開
館
い
た
し
ま
し

た
上
和
田
交
流
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

　

特
に
、
当
町
産
農
産
物
や
加
工
食
品
の
産

地
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
り
、
他
産
地
と
の
差
別
化

を
図
り
、
販
売
拡
大
に
よ
る
所
得
向
上
を
積

極
的
に
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
た
か
は
た

ぶ
ど
う
ナ
イ
タ
ー
や
JR
仙
台
駅
た
か
は
た
フ

ェ
ア
な
ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
の
購
買
心
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情

報
を
得
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
設
置
に
関
し
て
の
調
査
研
究
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
複

雑
化
す
る
社
会
環
境
や
家
庭
環
境
に
お
い
て

課
題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
に

④
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
と
年
代
と
身
体
に
あ
っ

た
健
康
体
力
づ
く
り
を
図
り
、
だ
れ
も
が
健

康
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
を
実
現
す
る
よ
う
、
高
畠
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

場
と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
創
設
や
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養
成
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化

ホ
ー
ル
お
よ
び
浜
田
広
介
記
念
館
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
町
が
山
形
県
よ
り
指
定
さ

　

平
成
28
年
４
月
開
校
を
め
ざ
す
統
合
中
学

校
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
良
好
な
教
育

環
境
づ
く
り
を
具
現
化
す
る
た
め
に
統
合
中

学
校
開
校
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
統
合
に

向
け
た
諸
準
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
に
、
糠
野
目
小
学
校
南
校
舎
の

耐
震
実
施
設
計
と
屋
外
プ
ー
ル
建
設
、
高
畠

小
学
校
、
二
井
宿
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
の
推
進

▲放課後子ども教室（陶芸教室）

▲人材養成事業　大人の社会科見学

　

平
成
24
年
度
か
ら
25
年
度
に
わ
た
り
高
畠

町
地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
策
定
し
て
い
る
地

域
福
祉
活
動
計
画
と
の
一
体
化
を
図
り
、
役

①
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い

　

環
境
づ
く
り
と
経
済
支
援

　

健
や
か
で
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
ん
で
い

く
た
め
に
は
、
子
育
て
家
庭
が
社
会
か
ら
温

か
な
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
子

育
て
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
す
る
た
め
、
保
健
福
祉
分
野
と
教
育

分
野
と
の
連
携
に
よ
る
保
健
師
や
保
育
士
に

よ
る
相
談
支
援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
屋
代
児
童
館
に

お
い
て
も
３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
を
行
い
、

年
々
増
加
す
る
入
所
希
望
に
応
え
る
と
と
も

に
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
規
の
少
子
化
対
策
と
し
て

▲ママパパ学級の様子

⑶ 

子
育
て
支
援
と
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
向
け
て

　

健
康
で
元
気
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
高
畠
町
健
康
増
進
計
画
げ
ん
き

高
畠
21
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
げ

ん
き
館
に
併
設
さ
れ
た
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の

全
町
民
対
象
の
健
康
診
査
を
推
進
し
、
受
診

率
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活
習

　

平
成
24
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
各
種
施
策
の

拡
充
・
発
展
を
目
標
に
掲
げ
、
特
に
入
院
リ

ハ
ビ
リ
の
強
化
を
目
的
に
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士

の
さ
ら
な
る
増
員
や
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
受

け
入
れ
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
外

来
診
療
ブ
ー
ス
の
増
築
等
院
内
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
の
招
聘
に
つ
き
ま
し
て
は
、

内
科
医
師
の
補
充
を
最
優
先
と
し
、
合
わ
せ

て
整
形
外
科
の
常
勤
化
も
め
ざ
し
最
大
限
の

努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
公
立
高
畠
病
院
の
経
営
健
全

　

化
と
診
療
体
制
の
充
実

②
健
康
づ
く
り
と
健
診
事
業
の
推
進

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
妊
婦
健
康
診
査
事
業
や
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
の
公
費
負
担
お

よ
び
町
単
独
事
業
と
し
て
妊
婦
健
康
診
査
事

業
へ
の
追
加
助
成
や
、
母
親
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
１
歳
お
誕
生
マ
マ
健
診
事
業
を

継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
就
学
前
の
乳
幼

児
医
療
費
や
、
小
学
生
、
中
学
生
の
入
院
医

療
費
の
所
得
制
限
と
一
部
負
担
金
の
廃
止
、

中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
の
経
済
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
教
育
分
野
で
は
、
子
育
て
を
支
援
し
、

健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に
家

庭
教
育
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

妊
娠
期
に
お
け
る
父
母
（
マ
マ
パ
パ
学
級
）

や
、
小
学
校
、
中
学
校
入
学
時
の
親
、
高
校

生
や
祖
父
母
を
対
象
に
し
た
講
座
な
ど
、
年

代
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
講
座
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

慣
病
予
防
や
が
ん
お
よ
び
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
健
診
後
の
健
康
相

談
お
よ
び
保
健
指
導
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
適
切

な
食
習
慣
お
よ
び
運
動
習
慣
の
定
着
化
を
推

進
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

が
ん
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
定
の
年

齢
に
達
し
た
方
を
対
象
と
し
た
検
診
費
用
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
送
付
に
よ
り
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
を
図
り
、
早
期
発
見
と
健
康
意

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
管
理
し
て
い
る
、
う
き
た
む
風
土
記
の
丘

考
古
資
料
館
と
町
郷
土
資
料
館
、
歴
史
公
園

と
の
一
体
的
な
利
活
用
を
推
進
し
、
文
化
施

設
と
観
光
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
利
用
者
の

拡
大
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23

年
度
に
導
入
し
ま
し
た
図
書
館
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
移
動
図
書
館
（
は
ま
か

ぜ
号
）
に
よ
る
巡
回
文
庫
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
、
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
自
ら
が
参
加
実
践
す
る
芸

術
・
文
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
芸
術
・

文
化
鑑
賞
、
創
作
活
動
や
体
験
学
習
等
各
種

講
座
の
提
供
と
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

者
の
事
業
展
開
と
と
も
に
、
幅
広
く
町
民
各

層
の
交
流
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
高
生
海

外
派
遣
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
シ
ン
グ
ル
ト
ン
か
ら
の
訪
町
団
を
受
け

入
れ
、
町
民
と
の
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
墨
田
区
と
の
相
互
交
流
事
業
で
は
、
小

学
生
同
士
の
多
面
的
な
交
流
を
図
り
、
青
年

層
の
人
材
養
成
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
づ

く
り
の
研
修
の
ほ
か
人
材
育
成
の
面
か
ら
国

内
研
修
へ
の
派
遣
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

在
住
外
国
人
の
支
援
に
関
し
ま
し
て
は
、

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
交
流
推
進
員
に
よ
る

暮
ら
し
や
子
育
て
等
の
不
安
を
軽
減
す
る
相

談
体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

適
応
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を
充
実
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
お
よ
び
学
校
外
活
動
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
住
民

と
の
関
わ
り
を
強
め
な
が
ら
放
課
後
子
ど
も

教
室
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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結
び
に
あ
た
っ
て

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

▲太陽光発電

①
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

⑷ 

安
全
安
心
と
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

　

安
全
で
安
心
な
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
住
民
は
も
と
よ
り
、
行
政
や
学
校
、
幼

児
施
設
、
警
察
や
消
防
等
の
関
係
機
関
、
団

体
が
連
携
し
て
共
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
意

識
の
涵
養
と
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
住
民
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
支

援
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
等
で
手
助
け
の
必
要
な
方
を

含
む
地
域
住
民
の
避
難
を
迅
速
に
行
い
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
地
域
防
災
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合

言
葉
に
自
主
防
災
組
織
が
全
集
落
で
設
立
さ

れ
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て
は
、
死
傷
者
を

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
、
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
る
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
安
全
確
保

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
年

齢
に
合
わ
せ
た
交
通
教
室
の
開
催
や
地
域
に

密
着
し
た
交
通
安
全
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
置
賜
二
市
二
町
で
の
常
備
消
防
の
広
域

化
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
広
域
化
後
に

お
い
て
も
、
町
消
防
団
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
消
防
施
設
整
備
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
犠

牲
者
を
な
く
す
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
促
進
を
図
り
、
地
域
住
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

割
分
担
を
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

頻
発
す
る
災
害
等
に
お
い
て
は
、
支
え
あ

い
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

と
な
り
ま
す
。
集
落
で
の
自
主
的
な
活
動
を

支
援
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
や
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
を
活
用
し
、
災
害
時
等
に
限
ら
ず
日
常

的
に
も
機
能
す
る
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど

②
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
継
続
し
て
、
高
齢
化
率
30

％
以
上
の
集
落
を
対
象
と
し
た
げ
ん
き
講
座

を
各
自
治
会
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
年
々
増
加
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
や
要
保
護
児
童
に
対
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
の
見
守
り
や
早
期
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
児
の

療
育
支
援
の
充
実
や
、
児
童
の
虐
待
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
た
総
合
相

談
体
制
を
整
え
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民
福
祉

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

の
よ
う
に
し
て
確
保
す
る
の
か
が
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
み

で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を
少
し
で

も
高
め
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
お
ひ
さ
ま
と
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

か
し
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
薪
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
導
入
に
対
す
る
助
成
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
、
最
終
処
分
廃
棄
物
の

減
量
対
策
と
し
て
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
集
落
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
悪
臭

や
大
気
汚
染
・
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
、
さ

ら
な
る
環
境
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
合
中
学

校
の
通
学
路
整
備
や
今
年
度
か
ら
主
要
地
方

道
の
高
畠
川
西
線
と
米
沢
高
畠
線
を
結
ぶ
、

町
道
竹
森
中
里
線
道
路
整
備
事
業
に
着
手
い

た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
活
道
路
の
新
規

路
線
と
継
続
路
線
の
整
備
促
進
を
図
り
、
暮

ら
し
や
す
い
居
住
環
境
づ
く
り
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
交
流
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
重
要
性
を
訴
え
な
が
ら
、
東
北
中

央
自
動
車
道
・
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
を
始

め
、国
道
・
県
道
並
び
に
交
通
安
全
施
設
（
通

学
路
を
含
む
自
歩
道
等
）
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
強
力
に
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

持
家
住
宅
の
快
適
な
住
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
景
気
・
雇
用
対
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
県
と

連
携
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
木
造
住
宅

の
安
全
・
安
心
の
減
災
対
策
と
し
て
住
宅
耐

震
改
修
事
業
等
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地
域
の
実
態
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
等
の
ま
ち
づ
く
り
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
現
行
の
都

市
計
画(

用
途
地
域
・
都
市
計
画
道
路)

に

つ
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
見
直
し
を
進
め

③
生
活
基
盤
の
充
実

　

本
町
に
と
っ
て
大
事
業
と
な
る
中
学
校
統

合
整
備
と
関
連
す
る
事
業
を
成
功
さ
せ
、
町

の
発
展
に
繋
げ
る
重
要
な
時
期
に
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
山
形
新
幹
線

開
業
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
町
民

上
げ
て
の
記
念
事
業
を
展
開
し
、
駅
周
辺
整

備
や
駅
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
も
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
諸
施
策
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
24
年
度
施

政
方
針
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

②
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推
進

③
職
員
の
人
材
育
成
と
資
質
向
上

　

厳
し
い
自
治
体
運
営
の
時
代
を
迎
え
た
今

こ
そ
、
職
員
の
意
識
改
革
や
能
力
開
発
を
推

進
し
、
資
質
の
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
先
見
性
と
経
営

感
覚
に
優
れ
、
た
か
は
た
へ
の
熱
き
思
い
と

意
欲
に
あ
ふ
れ
、
新
た
な
課
題
に
柔
軟
か
つ

迅
速
に
挑
戦
し
、
解
決
す
る
能
力
の
あ
る
職

員
を
め
ざ
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
厚
い

信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
人
材
育
成
に
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
研
修
の
充
実
や
活
力
あ
る

④
地
域
主
権
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

地
域
主
権
改
革
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
基

礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
や
、
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
見
直
し
、
条
例
制
定
権
の
拡
大
な

ど
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
に
則
っ
た
地
域

主
権
改
革
の
動
き
が
本
年
度
よ
り
本
格
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
の
基
準
に
よ
っ
て
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
主
権
改
革
が
進
展
し
、
権
限
が
市
町
村

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
ご
と
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
異
な
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
意
思
が

よ
く
反
映
さ
れ
る
組
織
・
運
営
の
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
維
持
す
る
た
め
の
自
治
体
の
責
任
が
よ

り
一
層
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
職
員
の
意
識
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲戸籍事務電子情報処理システム

　

戸
籍
事
務
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
、

平
成
23
年
10
月
に
稼
動
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
戸
籍
事
務
の
正
確
性
向
上
や
戸
籍
の

作
成
、
交
付
な
ど
の
事
務
処
理
時
間
の
短
縮

や
個
人
情
報
の
保
護
の
強
化
を
図
る
こ
と
と

町
民
の
み
な
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑸ 

確
か
な
行
財
政
運
営
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

①
確
か
な
行
財
政
の
運
営

　

第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
の
指
標
達
成
状

況
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

24
年
度
も
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
検
証
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
を
初
年

度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

近
年
の
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
町
民
ニ

ー
ズ
を
つ
か
む
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
実
施

し
、
本
年
度
よ
り
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
５
カ
年
経
営
計
画
お
よ
び
付
随

す
る
第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
戦
略
に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
か
つ
的
確
な
政
策
執
行
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
行
財
政
改
革

を
達
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
財
政
状
況
に
お
い
て
は
、
昨
年
ま
で

の
取
り
組
み
に
よ
り
一
定
の
収
支
改
善
が
図

ら
れ
た
も
の
の
、
統
合
中
学
校
建
設
を
は
じ

め
と
す
る
大
型
公
共
事
業
が
予
定
さ
れ
、
今

後
も
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、（
中
期
）
財
政
計
画

に
沿
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
普
及
率

の
向
上
と
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
引
き
続
き
老
朽
管
更
新
事

業
を
推
進
し
、
上
和
田
地
区
の
水
道
未
普
及

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
通
信
網
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

利
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
４
月
稼
動
予
定
の
電
算

シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
に
向
け
ま
し
て
、
平
成

24
年
度
に
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
と
と
も

に
、
町
税
お
よ
び
各
種
使
用
料
納
入
に
対
す

る
町
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
度
よ
り
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開

始
す
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
解
消
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
統
合
中
学
校
建
設
に
係
る

上
水
道
・
下
水
道
の
整
備
計
画
を
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

職
場
風
土
づ
く
り
、
人
材
育
成
と
連
携
し
た

総
合
的
な
人
事
管
理
制
度
の
確
立
等
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
恵
み
豊
か
な

環
境
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
高
畠
町
環

境
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
環
境
に
対

す
る
影
響
を
継
続
的
に
改
善
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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2026

平成 24年度　予算

1億8千万円の増額

396,567

41,476円 108,043円 
44,000円 5,664円 15,166円 

81,605

町の人口　25,166 人（平成 24年４月１日現在の住基登録者）

27
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9
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4

10
17.2

11.1

9.6

10.5

10.6

4.1

3.8

2.8

1809

730

6090

4378

5458

862

4000

5367

649014

6

2

1

1

1000

8992

6386 5400
5000
6544

1

6795

14.7%)

7.2

6.7

2.1

1.9

1.6
1.5
1.5
2.7

20.6

39

20

39.5

219
8385

8167

1902
27.3

　平成24年度高畠町一般会計予算は、99
億８千万円で、対前年度比で１億８千万円、
1.8％の増額としました。
　歳入のうち、町税、地方交付税および臨時
財政対策債等の一般財源は68億2,317万円で、
前年度比335万円、0.1％の減額を見込みまし
た。町税は、評価替えによる固定資産税の減
額を見込み、地方交付税は前年度と同程度を
見込みました。
　主な事業としては、統合中学校整備事業、
町道竹森中里線整備事業、緊急雇用創出事業、
高齢者いきいき活動支援事業、母子保健事業、
ごみゼロモデル事業などを予算化し、町民の
福祉および生活環境の向上に努める予算とし
ました。
　一般会計と特別会計、企業会計の予算総額
は195億5,049万円で、一般会計や介護保険
会計の増額などにより、前年度より３億647
万円、1.6％の増額としました。

………７億8,621万円
………１億4,210万円
………3,800万円
………2,500万円

……2,130万円
…1,190万円
…1,000万円

統合中学校整備事業
道路新設改良事業
糠野目大通り線整備事業
小学校トイレ改修事業
　（高畠小・二井宿小）
ロータリー除雪車整備事業
活力ある園芸産地創出支援事業
町中小企業経営革新促進事業補助金
新幹線開業 20 周年記念事業
高齢者いきいき活動支援事業
放課後児童クラブ推進事業
保育料軽減事業
母子保健事業
（乳幼児・妊婦健診事業等）
各種検診等住民保健事業
ごみゼロモデル事業
（生ごみ資源化等）
緊急雇用創出事業
農地・水・環境保全向上対策事業
森林病害虫防除対策事業
デマンド交通運行事業
クラシックカーレビュー inたかはた
私立幼稚園就園奨励費
学校給食運搬事業
人材養成事業
 （中高生海外派遣、受入事業等）

公
共
施
設
等
整
備
基
金

財
政
調
整
基
金

減
債
基
金

土
地
開
発
基
金

そ
の
他
の
基
金

地
域
福
祉
基
金

300

600

900

1300

1600

121

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24Ｈ23

111

91

101

４

４

４

４

5244

2989

7674

 973

9121

6843

1010

27

26

21

2

1551

286

8

130

430 631

630

711

1225 1246
1435

69

76 54
66

91

888

7

41,905円 15,166円 68,270円 38,182円 16,237円 

1986

9371

………50 万円
…1,849 万円
…2,079 万円

……………………967 万円
……………………2,545 万円

………5,129 万円
………………674 万円

………………7,619 万円
…1,520 万円

…………236 万円
……………840 万円

……70 万円
…………1,904 万円

…………………849 万円
………………………270 万円

H23 H24

（
一
般
会
計
）

905,000

583,865

323,267
347,101

597,300

980,000 998,000

615,691

341,358

296
412

284
442

192

182

192

小数点未満四捨五入
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◀

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
／
横
山
孝
一（
産
業
経
済
課
長
兼

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
総

務
係
長
／
二
宮
弘
明（
企
画
財
政
課

経
営
管
理
係
長
）
▽
危
機
管
理
係
長

／
大
木
統（
社
会
教
育
課
亀
岡
地
区

公
民
館
長
代
理
）
▽
主
事
／
黒
坂
紗

絵
子（
町
民
課
主
事
）
▽
主
事
／
根

津
恭
子（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
／
遠
藤
寿
志（
総
務
課
長
併

任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
課

長
補
佐
／
冨
樫
雅
彦（
同
課
長
補
佐
・

財
政
担
当
）
▽
広
聴
広
報
係
長
／
庄

司
知
広（
山
形
県
東
京
事
務
所
派
遣
）

▽
主
任
／
菊
地
広
憲（
横
浜
市
派
遣
）

◆
会
計
課

▽
主
任
／
高
橋
裕
子（
町
民
課
主
任
）

◆
税
務
課

▽
資
産
税
係
長
／
石
川
宏
一（
町
民

課
住
民
年
金
係
長
）
▽
滞
納
整
理
係

長
／
大
浦
良
一（
生
活
環
境
課
危
機

管
理
係
長
）
▽
主
任
／
水
口
哲（
福

祉
課
主
任
）▽
主
事
／
二
宮
蘭
樹（
町

民
課
主
事
）
▽
主
事
補
／
芳
賀
幸
貴

（
新
採
）

◆
町
民
課

▽
課
長
補
佐（
町
民
・
医
療
担
当
）

／
酒
井
紀
子（
福
祉
課
長
補
佐
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
介

護
保
険
係
長
／
雲
井
光（
税
務
課
資

産
税
係
長
）
▽
住
民
年
金
係
長
／
冨

樫
敬
一（
上
下
水
道
課
普
及
係
長
）

▽
主
任
／
今
野
幸
子（
会
計
課
主
任
）

▽
主
任
／
皆
川
智
明（
産
業
経
済
課

主
任
）
▽
主
任
／
小
野
正
晃（
教
育

総
務
課
主
任
）
▽
主
事
／
二
関
静
香

（
新
採
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
補
佐
兼
町
民
相
談
係
長
／
菊

地
英
雄（
同
課
長
補
佐
・
環
境
担
当
）

◆
健
康
推
進
課

▽
課
長
補
佐
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務

局
次
長
兼
地
域
保
健
係
長
／
吉
田
健

一（
同
課
長
補
佐
兼
健
診
セ
ン
タ
ー

事
務
局
次
長
）▽
主
任
／
鈴
木
享（
町

民
課
主
任
）
▽
主
任
保
健
師
／
榎
本

奈
生（
同
課
保
健
師
）

◆
福
祉
課

▽
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
／
冨
樫
と
み
よ（
同
課
長
）
▽

課
長
補
佐
／
高
梨
麗
子（
同
課
児
童

福
祉
係
長
）
▽
児
童
福
祉
係
長
／
島

津
瑞
枝（
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係

長
）
▽
主
任
／
土
田
裕
一（
置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
▽
主
事
／

栗
田
英
徳（
新
採
）

◆
産
業
経
済
課

▽
課
長
兼
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所

長
／
高
橋
甚
市（
同
課
農
林
主
幹
）

▽
課
長
補
佐
・
商
工
観
光
交
流
担
当

／
星
和
徳（
同
課
長
補
佐
・
商
工
観

光
交
流
担
当
兼
商
工
振
興
係
長
）
▽

課
長
補
佐
・
農
林
担
当
／
近
野
富
裕

（
同
課
水
田
営
農
係
長
）
▽
水
田
営

農
係
長
／
市
川
浩
介（
企
画
財
政
課

広
聴
広
報
係
長
）
▽
商
工
振
興
係
長

（
山
形
県
よ
り
派
遣
）
／
羽
柴
圭
俊

（
山
形
県
雇
用
対
策
課
主
査
）
▽
主

任
／
五
十
嵐
研
一（
建
設
課
主
任
）

▽
主
任
／
伊
藤
美
香（
総
務
課
主
任
）

▽
主
事
／
鈴
木
祐
介（
税
務
課
主
事
）

▽
主
事
／
猪
野
太
一（
新
採
）

◆
建
設
課

▽
課
長
／
鈴
木
秀
則（
議
会
事
務
局

長
併
任
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽
課

長
補
佐
・
道
路
・
都
市
計
画
担
当
／

高
梨
良
行（
上
下
水
道
課
長
補
佐
・

上
水
道
担
当
）
▽
課
長
補
佐
・
用
地

担
当
／
情
野
忠
道（
同
課
長
補
佐
・

道
路
・
用
地
担
当
）
▽
都
市
計
画
係

長
／
志
賀
浩
二（
同
課
都
市
整
備
係

長
）
▽
主
任
／
本
田
憲
一（
税
務
課

主
任
）
▽
主
任
／
高
橋
昭
宏（
山
形

県
県
土
整
備
部
派
遣
）
▽
主
事
／
阿

部
桃
子（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
補
佐
・
上
水
道
担
当
／
原
田

久
夫（
建
設
課
長
補
佐
・
都
市
計
画

担
当
）
▽
生
活
排
水
係
長
／
猪
野
隆

一（
同
課
下
水
道
係
長
）
▽
主
事
／

大
浦
宏
幸（
社
会
教
育
課
主
事
）

◆
教
育
総
務
課

▽
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
／
山

木
義
昭（
同
課
教
育
主
幹
）
▽
課
長

補
佐
・
学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
担

当
兼
施
設
管
理
係
長
／
金
子
剛（
同

課
長
補
佐
・
学
校
教
育
担
当
兼
施
設

管
理
係
長
）
▽
課
長
補
佐
・
統
合
中

学
校
担
当
／
猪
野
裕
子（
総
務
課
総

務
係
長
）
▽
子
育
て
支
援
係
長
／
竹

田
敏
江（
町
民
課
介
護
保
険
係
長
）

▽
統
合
中
学
校
建
設
係
長
／
新
藤

重
徳（
同
課
中
学
校
建
設
係
長
）
▽

統
合
中
学
校
準
備
係
長
／
曽
我
春
美

（
同
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▽
指
導

係
長
兼
指
導
主
事
／
半
田
俊
一（
同

課
指
導
主
事
）
▽
指
導
主
事
／
高
橋

正
昭（
山
形
県
教
育
委
員
会
和
田
小

学
校
教
諭
）▽
主
任
／
市
川
直
樹（
建

設
課
主
任
）
▽
主
任
／
安
部
範
久

（
上
下
水
道
課
主
任
）
▽
主
事
／
佐

藤
あ
す
か（
税
務
課
主
事
）
▽
二
井

宿
保
育
園
長
／
五
十
嵐
ち
ひ
ろ（
和

田
保
育
園
主
任
保
育
士
）
▽
屋
代
児

童
館
主
任
児
童
厚
生
員
／
伊
丹
礼
子

（
和
田
保
育
園
主
任
保
育
士
）
▽
屋

代
児
童
館
主
任
児
童
厚
生
員
／
遠
藤

千
佳
子（
和
田
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
和
田
小
学
校
技
術
員
／
大
河
原

正
人（
屋
代
小
学
校
）
▽
屋
代
小
学

校
技
術
員
／
菅
野
哲
也（
第
一
中
学

校
）
▽
第
一
中
学
校
技
術
員
／
渡
部

喜
昭（
和
田
小
学
校
）
▽
高
畠
小
学

校
調
理
師
／
本
田
最
子（
和
田
小
学

校
）
▽
屋
代
小
学
校
調
理
師
／
吉
田

民
子（
高
畠
小
学
校
）
▽
亀
岡
小
学

校
調
理
師
／
志
田
く
み
子（
屋
代
小

学
校
）
▽
和
田
小
学
校
調
理
師
／
堤

澄
子（
亀
岡
小
学
校
）

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
／
村
上
弘

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
・
企
画
担
当
）

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
生

涯
学
習
館
長
代
理
／
嶋
倉
雅
彦（
教
育

総
務
課
長
補
佐
・
子
育
て
支
援
担
当
）

▽
課
長
補
佐
・
文
化
担
当
兼
文
化
係

町

職

員

人
事
異
動

長
兼
郷
土
資
料
館
長
／
竹
田
彰（
同
課

長
補
佐
・
文
化
担
当
兼
郷
土
資
料
館

長
▽
社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館

振
興
係
長
兼
図
書
館
長
代
理
／
菊
地

誠（
同
課
生
涯
学
習
館
長
代
理
）
亀
岡

地
区
公
民
館
長
代
理
／
鈴
木
勲（
同
課

社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館
振
興

係
長
兼
図
書
館
長
代
理
兼
社
会
教
育

主
事
）
▽
二
井
宿
地
区
公
民
館
長
代

理
／
二
階
堂
洋
幸（
総
務
課
主
任
）
▽

主
任
／
小
林
貴
宏（
福
祉
課
主
任
）
▽

主
事
／
平
石
哲
哉（
新
採
）

◆
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長
併
任
監
査
委
員
事

務
局
長
／
我
妻
吉
朗（
議
会
事
務
局

次
長
）
▽
議
会
事
務
局
次
長
／
相
田

洋
一（
産
業
経
済
課
長
補
佐
・
農
林

担
当
）
▽
監
査
委
員
事
務
局
主
任
／

結
城
由
香
里（
建
設
課
主
任
）

◆
農
業
委
員
会

▽
事
務
局
長
／
高
橋
眞
一（
建
設
課
長
）

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
院
長
／
須
田
嵩（
外
科
医
師
）
▽

副
院
長
／
五
十
嵐
彰（
内
科
医
長
）

▽
副
院
長
／
小
川
哲
司（
産
婦
人
科

医
長
）
▽
総
務
課
長
兼
総
務
係
長
／

瀧
春
彦（
総
務
課
長
）
▽
経
営
企
画

課
長
兼
経
営
企
画
係
長
／
佐
藤
英
樹

（
総
務
課
総
務
係
長
）
▽
内
科
医
長

／
熊
澤
豊（
山
形
大
学
医
学
部
）
▽

看
護
師
長
／
渡
辺
寿
美
子（
主
任
看

護
師
）
▽
副
看
護
師
長
／
大
河
原
智

恵
子（
主
任
看
護
師
）
▽
副
看
護
師

長
／
高
橋
由
美（
主
任
看
護
師
）
▽

阿 部 桃 子
（ 建 設 課・ 主 事 ）

羽 柴 圭 俊
（産業経済課・商工振興係長）

根 津 恭 子
（ 総 務 課・ 主 事 ）

猪 野 太 一
（産業経済課・主事）

芳 賀 幸 貴
（税務課・主事補）

栗 田 英 徳
（ 福 祉 課・ 主 事 ）

平 石 哲 哉
（社会教育課・主事）

二 関 静 香
（ 町 民 課・ 主 事 ）

◀よろしくお願いしま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

４
月
１
日
付

（　
　

）
は
前
任

新
規
採
用
職
員
で
す

新
規
採
用
職
員
で
す

　

効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
遂
行
の

た
め
、
組
織
の
一
部
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
し
た
。

１
．統
合
中
学
校
建
設
に
向
け
、教
育

　

総
務
課
に「
統
合
中
学
校
準
備
係
」

　

を
置
き
ま
し
た
。ま
た
、「
中
学
校

　

建
設
係
」を「
統
合
中
学
校
建
設
係
」

　

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

２
．上
下
水
道
課
の「
普
及
係
」と「
下

　

水
道
係
」を「
生
活
排
水
係
」と
し

　

て
統
合
し
ま
し
た
。

３
．防
災
業
務
を
担
当
す
る「
危
機
管

　

理
係
」を
、生
活
環
境
課
か
ら
総
務

　

課
へ
移
動
し
ま
し
た
。

４
．建
設
課「
都
市
整
備
係
」を「
都
市

　

計
画
係
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

高 橋 正 昭
（教育総務課・指導主事）

大野澤百合子
（高畠病院・看護師）

安 部 良 人
（高畠病院・看護師）

佐 藤 美 郷
（高畠病院・理学療法士）

金 子 隆 生
（高畠病院・作業療法士）

西 澤 和 晃
（高畠病院・言語聴覚士）

三 沢 育 恵
（高畠病院・理学療法士）

清 野 艶 香
（高畠病院・作業療法士）

信 夫 宏 一
（高畠病院・言語聴覚士）

副
看
護
師
長
／
小
杉
利
江（
主
任
看

護
師
）▽
健
診
係
長
／
川
口
一
樹（
主

任
臨
床
検
査
技
師
）
▽
主
任
薬
剤
師

／
水
口
真
知（
薬
剤
師
）
▽
主
任
看

護
師
／
島
津
は
る
み（
看
護
師
）
▽

主
任
看
護
師
／
加
藤
徳
子（
看
護
師
）

▽
主
任
看
護
師
／
寒
河
江
純
子（
看

護
師
）
▽
看
護
師
／
大
野
澤
百
合
子

（
新
採
）
▽
看
護
師
／
安
部
良
人（
新

採
）▽
理
学
療
法
士
／
佐
藤
美
郷（
新

採
）▽
理
学
療
法
士
／
三
沢
育
恵（
新

採
）▽
作
業
療
法
士
／
清
野
艶
香（
新

採
）▽
作
業
療
法
士
／
金
子
隆
生（
新

採
）▽
言
語
聴
覚
士
／
信
夫
宏
一（
新

採
）▽
言
語
聴
覚
士
／
西
澤
和
晃（
新

採
）

役
場
の
組
織
・
担
当
の

役
場
の
組
織
・
担
当
の

　
　

変
更
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

変
更
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

山形県より（人事交流）山形県教育委員会より
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

◆
広
域
消
防（
併
任
）

▽
高
畠
町
職
員
併
任
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
次
長
兼
高
畠
消

防
署
長
／
武
田
浩
司（
消
防
本
部
消

防
次
長
兼
消
防
署
長
・
消
防
司
令

長
）
▽
高
畠
町
職
員
併
任
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
高
畠
消
防
署
副
署

長
／
渡
部
恭
介（
川
西
町
消
防
本
部

庶
務
主
幹
・
消
防
司
令
）

◆
派
遣

▽
係
長
・
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

／
今
井
幸
隆（
税
務
課
滞
納
整
理
係

長
）
▽
主
任
・
山
形
県
農
林
水
産
部

／
岸
哲
也（
産
業
経
済
課
主
任
）

◆
平
成
23
年
度
末
人
事
交
流
等　

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
和
田
小
学

校
教
頭
／
峯
浩
明（
教
育
総
務
課
指

導
係
長
兼
指
導
主
事
）
▽
横
浜
市
／

草
野
誠
子（
産
業
経
済
課
主
任
）

◆
退
職

▽
渡
部
富
士
男（
元
企
画
財
政
課
長
）

▽
戸
田
貢（
元
教
育
次
長
）
▽
太
田
孝

（
元
社
会
教
育
課
長
）▽
相
田
克
志（
元

農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
金
子
一

夫（
元
消
防
長
・
消
防
監
）
▽
佐
藤
和

子
▽
島
津
和
彦
▽
戸
田
良
一
▽
今
井

四
郎
右
ェ
門
▽
鈴
木
昭
一
▽
太
田
敏

則
▽
菊
地
裕
子
▽
八
巻
通
安（
元
公
立

高
畠
病
院
長
）
▽
板
橋
琢
郎（
元
公
立

高
畠
病
院
副
院
長
）
▽
金
子
正
幸（
元

公
立
高
畠
病
院
副
院
長
）
▽
山
本
隆

▽
高
橋
と
し
子
▽
油
井
和
枝
▽
芦
野

枝
美
子
▽
安
部
祐
子
▽
板
垣
久
美
子

▽
山
田
節
子
▽
田
中
美
紀

高
畠
地
区
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学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 頭 山 﨑 公 彦 高畠町立屋代小 教 頭 竹 田 鉄 夫 川西町立吉島小

教 諭 髙 橋 洋 子 山形市立滝山小 教 諭 市 川 道 子 米沢市立西部小

教 諭 藤 田 美 穂 新 採 教 諭 猪 口 唯 貴 米沢市立南部小

栄養教諭 木 村由佳子 米沢市立興譲小 教 諭 金 子 裕 子 高畠町立二井宿小

学校栄養主査 樋 口 宮 子 高畠町立糠野目小

二 井 宿 小 学 校
校 長 安 藤　 淳 高畠町立第四中 校 長 會 田 昭 広 山辺町立相模小

教 諭 金 子 裕 子 高畠町立高畠小 教 諭 山 口 文 子 南陽市立漆山小

屋 代 小 学 校

教 頭 平 誠 最上町立東法田小 教 頭 山 﨑 公 彦 高畠町立高畠小

教 諭 今　 正 幸 教 育 庁 教 諭 秋 葉 芳 行 高 畠 町 立 和 田 小

教 諭 山口千賀子 山形市立千歳小 教 諭 内 山 智 江 高畠町立亀岡小

亀 岡 小 学 校

校 長 清 野　 均 大 江 町 教 委 校 長 髙 橋 秀 一 川西町立犬川小

教 諭 内 山 智 江 高畠町立屋代小 教 諭 青 山 詩 織 山形市立滝山小

教 諭 芳 賀 弘 善 新 採

和 田 小 学 校
教 頭 峯　 浩 明 高 畠 町 教 委 教 頭 岩 瀬 晃 敏 米沢市立万世小

教 諭 秋 葉 芳 行 高畠町立屋代小 指導主事 髙 橋 正 昭 高 畠 町 教 委

糠 野 目 小 学 校
校 長 青 木 敏 雄 川西町立中郡小 校 長 小林宏一郎 白 鷹 町 立 西 中

学校栄養主査 樋 口 宮 子 高畠町立高畠小 栄養教諭 渡 部美枝子 米沢市立南部小

第 一 中 学 校

校 長 和 田 精 二 置賜教育事務所 校 長 朽 木 慶 一 川西町立川西中

教 諭 殿 岡 富 美 南陽市立赤湯中 教 諭 愛 澤 直 樹 ゆ き わ り 養 護

教 諭 武 田 伸 彦 川西町立川西中 教 諭 髙 橋 健 彦 米沢市立第一中

教 諭 完 戸 陽 介 高畠町立第二中 教 諭 後 藤 和 弘 米沢市立第一中

事務主査 後 藤 俊 雄 米沢市立北部小 教 諭 佐 藤 嘉 子 山辺町立山辺中

教 諭 小 野 裕 美 米沢市立第六中

第 二 中 学 校

校 長 髙 嶌 良 介 山形市立蔵王一中 校 長 山 口　 勲 川西町立大塚小

教 諭 小 池 則 子 南陽市立宮内中 教 諭 完 戸 陽 介 高畠町立第一中

教 諭 三 宅 祐 介 米沢市立第三中 養護教諭 佐 藤 慶 子 米沢市立第六中

教 諭 鈴 木 克 希 山形市立第三中

教 諭 清 野　 樹 新 採

養護教諭 佐 藤　 瞳 飯豊町立手ノ子小

第 三 中 学 校
教 諭 熊 坂 律 子 南陽市立宮内中 教 諭 會 田 玲 子 米沢市立第四中

教 諭 齋 藤 正 博 川西町立川西中 教 諭 末 野　 潔 山形市立第六中

第 四 中 学 校

教 頭 梅 津　 洋 酒田市立飛島中 校 長 安 藤　 淳 高畠町立二井宿小

教 諭 山 田 奈 美 小国町立白沼中 事務主査 長 谷川道弘 南陽市立宮内中

教 諭 布 施 文 子 米沢市立第四中

主 査 遠 藤 聡 子 山形市立第四小

教 職 員

退　職 佐藤洋子（高畠町立和田小教諭）、　吉田夕希（高畠町立第四中教諭）、　加藤美恵子（高畠町立第一中事務総括）
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 こんにちは！　
高畠病院です
 こんにちは！ こんにちは！　　
高畠病院です高畠病院です

Ｕ

【糖尿病教室】を開催します！【糖尿病教室】を開催します！
疾病のある方、ない方、どなたでも参加できます。（毎月２回開催予定）事前の申し込みは不要ですので、
ぜひご参加ください。

期　日 時　間 内　容 担当スタッフ
４月25日㈬ 13時30分～14時30分 先生を囲んで座談会！「気軽になんでも相談しよう」 神部裕美内科医長
5月9日㈬ 11時～12時 基本編「糖尿病の合併症ってどんなもの？（腎）」 看護師
5月23日㈬ 13時30分～14時30分 運動実践編「わくわくウオーキング」 理学療法士

▶開催場所／公立高畠病院２階会議室
▶問合せ先／公立高畠病院栄養管理科または内科外来　☎（52）１５００

熊 澤 豊 医 師

月 火 水 木 金 土（第２・４）

内 科
午 前

○ ○ ○ ○ ○
○

午 後

外 科
午 前 ○ ○ ○ ○
午 後

整 形 外 科 午 前 第２・４のみ ○ ○
午 後

産 婦 人 科 午 前 ○ ○ ○ 第１・３のみ ○ ○
午 後

小 児 科
午 前

○
○

○ ○ 第２・４のみ
○

午 後 （予防接種）

泌 尿 器 科
午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午 後

眼 科
午 前 ○ ○ ○
午 後

皮 膚 科
午 前
午 後 ○ ○

公立高畠病院　外来診療体制のお知らせ公立高畠病院　外来診療体制のお知らせ
平成 24 年４月１日から外科・皮膚科・眼科の診療体制が一部変更となりました。

▶受付時間／【午前】８時 30 分～ 11 時 30 分（内科・小児科は正午まで）
　　　　　　  【午後】13 時 30 分～ 15 時 30 分（内科・産婦人科・小児科・皮膚科）
　　　　　　  土曜日は 11 時 30 分まで。再来受付機での受付は８時からになります。

伊藤 宏彦 医師

　はじめまして、４月より高畠病院
に赴任した熊澤です。出身は天童市
です。診療科は内科ですが、主に消
化器内科を担当します。消化器内科
では主に胃腸や肝臓の病気の診療や
胃カメラ、大腸カメラなどの検査を
行います。医師になってから約６年
ほど置賜地区の病院で研修をしてま
いりましたが、高畠町に住むのは今
回が初めてであります。まだ赴任し
たばかりで慣れないことも多く、し
ばらくはみなさまに何かとご迷惑を

おかけするかも
しれませんが、
高畠町民の方々
の健康の維持・
増進に少しでも
お役にたてるよ
うにがんばりま
すので、よろし
くお願いいたし
ます。

　医者としてのキャリアの半分を日
本、残り半分をアメリカ、ヨーロッ
パで過ごし、日本では救命救急と内
科全般、アメリカ・ヨーロッパでは
放射線科（特にインターベンショナ
ル ラジオロギーと脳神経放射線科）
の研修をし、専門医として働いてま
いりました。医者になってからは日
本ではいつも九州以南で働いており
ましたが、今回は当初まったく予期
していなかったのですが、山形に赴
任することとなりました。両親は二

人とも宮城県出
身ですが、山形
県は生まれて初
めて参りまし
た。きっと何
かの縁があっ
たのでしょう。
高畠で働くの
を楽しみにし
ております。 須 田 嵩 院 長

よろしくお願いしますよろしくお願いします
新院長です新院長です

大
寒
の
夜
の
し
じ
ま
の
四
方
か
ら

　

風
雪
の
音
雨
戸
を
ゆ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

岡　

安
部　

富

お
そ
き
春
待
ち
わ
び
て
い
る
北
国
の

　

春
は
一
気
に
花
の
楽
園

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

老
い
行
く
も
短う

た歌
に
托
し
て
生
き
が
い
と

　

短
か
き
余
命
吾
れ
は
生
き
行
く

安
久
津　

石
川
常
代

屋
根
雪
の
く
づ
る
る
音
の
リ
ズ
ム
良
し

　

春
よ
休
ま
ず
駈
け
て
来
て
よ
と

福　

沢　

山
中
よ
し

幼
な
頃
人
見
し
り
し
て
無
口
な
孫こ

　

マ
ス
ク
凜
凜
し
く
高
校
野
球

福　

沢　

吉
田
三
郎

夕
映
に
施
設
の
は
り
戸
輝
け
る

　

友
す
む
部
屋
は
ど
の
あ
た
り
か
も

石　

岡　

大

志

津

復
興
や
一
年
経
て
の
待
ち
望
む

　

病
院
再
開
患
者
安
堵
す

深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

孫
と
行
く
房
総
の
海
青
々
と

　

地
震
こ
ぬ
事
日
の
出
に
願
う

　

二
井
宿　

佐
藤
ナ
ヲ
子

陽
春
の
候
と
は
な
る
も
気
の
冴
え
ぬ

　

本
家
の
婆ば

ば

様
逝
か
れ
し
後の

ち

は

二
井
宿　

勿

忘

草

情
あ
る
人
の
心
に
支
え
ら
れ

　

憤
る
心
和
む
君
有
り

石　

岡　

川
合
み
よ

雪
降
り
し
彼
岸
中
日
ぼ
た
も
ち
を

　

程
好
く
甘
く
造
り
和
み
ぬ

桜
木
町　

遠
藤
和
子

春
め
き
て
雪
解
け
雫
が
側
溝
に

　

落
つ
る
余
韻
や
水す
い
き
ん琴

の
音
色

日　

向　

寒
河
江
孝
一

時
を
経
て
区
画
整
理
し
田
や
畑
に

　

分
譲
地
あ
り
幟

の
ぼ
り

は
た
め
く

福　

沢　

山
中
和
子

土
匂
ふ
草
の
芽
出
で
し
庭
は
今
朝

　

清
く
新
た
に
春
の
雪
ふ
る

根　

岸　

金
子
協
子

酒
好
き
の
故（

夫

）人
に
嫁
の
コ
ッ
プ
酒

　

線
香
灯
し
吾
飲
み
に
け
り

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

我
が
同
志
句
の
道
誘
う
友
々
に

　

さ
さ
え
て
楽
し
春
の
日
差
し
に

下
和
田　

高
橋
一
子

雪
道
を
孫
と
歩
い
て
駅
ま
で
と

　

ぼ
た
ん
祭
り
の
ぬ
り
絵
を
探
す

亀　

岡　

大
槻
京
子

刻と
き

た
て
ば
雪
の
深
深
ふ
り
出
し
て

　

名
残
り
の
冬
を
謳
歌
す
る
が
に

選
者
吟　

中
川
寛
二

父
さ
ん
は
こ
の
花
好
き
ね
と
娘こ

が
飾
る

　

菊
の
一
鉢
部
屋
の
明
る
く

上
和
田　

大
浦
秀
一

春
め
き
て
雪
肌
ま
ぶ
し
昼
さ
が
り

　

日
向
に
芽
吹
く
蕗ふ

き
の
と
う

の
薹
見
る

亀　

岡　

齋
藤
ユ
リ
子

ね
ほ
だ
れ
の
出
演
要
請
う
け
れ
ど
も

　
「
だ
れ
か
い
る
べ
」と
う
ん
と
は
言
わ
ず

御
入
水　

素

花

「
誕
生
日
」祝
い
と
孫
は
母
親
に

　

花
束
贈
る
今
日
の
佳
き
日
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

元
和
田　

佐
藤
敏
子

陽
光
に
雪
解
け
進
む
山
里
に

　

春
を
恋こ

ふ
る
る
味
が
乗
る
膳

安
久
津　

高
梨
忠
美

庭
先
の
赤
き
南
天
顔
出
し
て

　
「
春
が
き
た
よ
」と
ば
さ
り
と
ゆ
れ
た

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

里
山
に
春
の
足
音
ひ
た
ひ
た
と　

　

雪
解
け
陽か
げ
ろ
う炎
水
の
温
も
り

弥
生
町　

太
田
京
子

気き
こ
ん根

つ
め
作
り
し
切
り
絵
も
ら
い
受
け

　

夕
べ
に
朓
が
め
心
安
ら
ぐ

馬　

頭　

我
妻
卯
吉

若
き
日
の
歌
流
れ
き
て
胸
に
浸し

む

　

過
ぎ
し
日
偲
ぶ
時
を
惜
し
み
て

相　

森　

太
田
邦
夫

光
陰
は
矢
の
如
し
な
り
先
生
は

　

百
と
四
才
吾
は
米
寿
と

夏　

茂　

吉
田
か
つ
み

中
川
寛
二

春
め
き
て
孫
の
片
言
和な
ご

む
日
々

　
　
　

竹　

森　

齋
藤
玲
子

残
雪
の
声
な
き
声
を
そ
っ
と
聞
く

　
　
　
　
　
　

一
本
柳　

中
手
保
子

三
・
一
一
思
い
新
た
に
冴
え
返
る

飯　

森　

皆
川
京
子

ま
た
余
震
身
動
き
出
来
ず
春は

る
こ
た
つ

炬
燵

福　

沢　

山
中
よ
し

桜
咲
け
被
災
の
地
に
も
桜
咲
け

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

貧
の
世
の
考こ
う
ひ妣
を
偲
ぶ
彼
岸
か
な

福　

沢　

吉
田
三
郎

春
一
番
黄
砂
花
粉
を
道
連
れ
に

上
和
田　

鏡　

た
か
子

サ
ク
ラ
マ
ス
山
形
県
に
春
告
げ
る

　
　
　
　
　
　

福　

沢　

山
村
和
子

初
春
に
茶
の
湯
の
点て
ま
え前
戴
き
て

　
　
　
　
　
　

高　

畠　

皆
川
ゆ
た
か

春
の
日
は
暮
れ
て
も
花
の
薄
明
り

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

名
残
雪
降
り
つ
つ
消
え
て
春
招
く

上
和
田　

大
浦
秀
一

孫
帰
り
片
手
落
ち
て
る
雪
だ
る
ま

　
　
　
　
　
　

竹　

森　

原
田
利
憲

孫
の
手
借
り
彼
岸
迎
え
の
障
子
張
り

　
　
　
　
　
　

福　

沢　

遠
藤
登
茂

彼
岸
明
け
田
畑
の
雪
に
苦
悩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

卆
寿
に
て
知
恵
の
文
殊
に
初
詣

糠
野
目　

中
野　

博

心
ま
で
温ぬ
く

め
て
く
れ
る
冬
の
酒

二
井
宿　

御
田
俊
坊

寒さ
む
ぞ
ら空
に
つ
み
れ
鍋
し
て
元
気
出
る

上
和
田　

佐
藤
律
子

砂
川
の
し
ぶ
き
を
受
け
て
猫
柳

下
和
田　

髙
橋
一
子

奥お
く
つ
き
津
城
よ
り
霊
た
ま
し
いか
え
る
春
彼
岸

夏　

茂　

吉
田
か
つ
み

制
服
で
入
学
す
る
か
刻と
き
は
や迅
し

亀　

岡　

大
槻
京
子

水
ゆ
る
む
春
来
た
る
ら
し
里
山
に

相　

森　

太
田
邦
夫

遠
く
よ
り
故ふ
る
さ
と郷
想
う
避
難
び
と

　
　
　
　

夏　

茂　

小
浅　

昭

春
立
つ
や
土
地
の
恵
み
の
五
感
な
り

安
久
津　

高
梨
忠
美

残
雪
で
人
々
願
う
お
日
さ
ま
に

二
井
宿　

里

山

彼
岸
西に

し風
仏
三
千
海
の
中

選
者
吟　

沢
田
稲
花

【次回〆切り日】
俳句・短歌とも

平成24年５月31日㈭

▼
作
品
の
送
り
先
は
…　

〒
９
９
２

－

０
３
９
２
大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課「
文
芸
欄
」ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１

枚
に
。
詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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短　

歌

最
高
賞

震
災
の
瓦が

れ

き礫
の
中
に
咲
く
櫻

　

生
き
る
希
望
と
勇
気
与
え
て

上
和
田　

大

浦

秀

一（
６
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

先
頃
の
大
震
災
時
を
詠
ま
れ
た
歌

で
あ
る
。
稀
に
見
る
大
災
害
を
生
き

抜
い
た
桜
花
を
詠
ま
れ
た
歌
で
、
災

害
に
あ
わ
れ
た「
被
災
者
」に
生
き
る

力
を
与
え
る
良
い
歌
だ
と
思
い
ま
す
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

戦と

も友
は
皆
故こ

こ

く国
の
空
の
星
と
な
り

　

献
体
の
兄
未い
ま

だ
帰
ら
ず

　

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ（
６
月
）

　

過
ぎ
し
日
の
大
東
亜
戦
を
詠
ま
れ

た
歌
で
、
大
勢
の
戦
死
者
の
出
で
、

お
兄
さ
ん
も
そ
の
一
人
と
詠
ま
れ

た
、
良
い
歌
で
す
。

俳　

句

春
寒
き
海
の
狂
気
や
大
地
呑
む

高　

畠　

大

塚

野

菊（
５
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は

国
難
と
も
い
う
べ
き
大
惨
事
で
あ
っ

た
。こ
の
句
は
そ
の
大
震
災
を
十
七

音
で
的
確
に
表
現
し
た
歴
史
的
な
俳

句
で
あ
る
。と
り
わ
け
想
像
を
絶
す

る
津
波
の
物
凄
さ
が
読
む
人
の
心
に

突
き
刺
さ
っ
て
く
る
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

鎌
首
を
も
た
げ
襲
い
し
春
の
地な

い震

一
本
柳　

中

手

保

子（
５
月
）

　

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
た
大
地

震
が
「
鎌
首
を
も
た
げ
」
の
表
出
に

よ
っ
て
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
た
。

ゆ
く
秋
や
子
な
き
夫
婦
の
旅
鞄

二
井
宿　

御

田

俊

坊（
９
月
）

　

フ
ル
ム
ー
ン
の
旅
行
で
し
ょ
う

か
。旅
へ
の
喜
び
と
共
に
、子
に
恵
ま

れ
な
い
一
抹
の
淋
し
さ
が「
ゆ
く
秋
」

の
季
語
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
。

最
高
賞

福
島
の
桃
を
売
る
人
今
年
来
ぬ

上
和
田　

鏡　

た
か
子（
９
月
）

　

福
島
原
子
力
発
電
所
の
世
紀
の
大

事
故
は
今
も
っ
て
収
拾
の
つ
か
な
い

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
風
評
被

害
で
名
産
の
桃
も
売
れ
な
く
な
っ
た
。

菊
ち
ら
す
障
子
に
背
な
の
丸ま

ろ

き
影

竹　

森　

齋

藤

玲

子（
11
月
）

　

菊
を
ち
ら
し
て
い
る
婆
ち
ゃ
ん

の
背
の
丸
い
姿
が
障
子
に
映
っ
て
い

る
。和
や
か
で
微
笑
ま
し
い
景
で
あ
る
。

年
寄
り
に
少
し
の
夢
や
春
を
待
つ

福　

沢　

山

中

よ

し（
２
月
）

　

年
を
と
っ
て
も
夢
を
抱い

だ

い
て
生
き

ら
れ
る
人
は
幸
せ
で
あ
る
。「
少
し
」

な
ど
と
謙
遜
し
な
い
で
大
い
に
夢
を

持
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
。
春
を
待
つ

心
は
何
歳
に
な
っ
て
も
美
し
い
。

　

平
成
23
年
度
の
広
報
た
か
は
た
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
俳
句
１
４
７
点
、
短
歌
１
２
９
点
、
川
柳

１
６
８
点
、
詩
26
点
の
合
計
４
７
０
点
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
最
高
賞
と
佳
作
を
選
者
の
方
に
選
定
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
表
彰
式
は
６
月
３
日
㈰
に
開
催
す
る
「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
の
中
で
行
い
ま
す
。

中　

川　

寛　

二
・
選

沢　

田　

稲　

花
・
選

年間賞の発表

詩

川　

柳

最
高
賞

最
高
賞

初
飛
び
を
じ
っ
と
見
守
る
親お

や鳥
の
愛

「
飛
」　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

子
を
も
っ
て
知
る
親
の
思
い
、
つ

く
づ
く
と
知
り
感
激
が
湧
い
て
き
ま

す
。
な
に
げ
な
く
空
を
仰
ぐ
と
群
れ

を
な
す
鳥
が
左
右
に
一
斉
に
向
き
を

変
え
る
行
動
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
し
て
初
飛
び
の
場
合
親
鳥
が

心
配
で
ハ
ラ
ハ
ラ
と
見
守
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
人
生
行

路
に
教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

佳　

作

胸
を
打
つ
震
災
の
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
打
つ
」　

二
井
宿　

佐
藤
ナ
ヲ
子

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
震
災
、
そ

し
て
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
日
夜

多
数
の
方
の
人
命
救
助
、
瓦
礫
の
山

又
山
に
対
処
。
胸
を
打
ち
ま
す
。
本

当
に
御
苦
労
さ
ま
で
す
。

な
で
し
こ
の
金
に
輝
く
健
康
美

　

 

「
健
」　

   
上
和
田   

大

浦

秀

一

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
賜
杯
の
時
、

本
当
の
健
康
美
。
金
に
輝
く
世
界
一

の
健
康
美
に
拍
手
喝
采
。

握
手
か
ら
伝
わ
る
愛
と
信
頼
と

「
握
手
」　

上
和
田　

鏡

た

か

子

　

愛
と
信
頼
が
伝
わ
る
握
手
、
何
回

で
も
良
い
で
す
ネ
。

先
人
の
知
識
・
技
術
の
高
さ
知
る

「
人
」　
　

亀　

岡　

大

槻

京

子

　

先
人
の
知
識
や
技
術
の
高
さ
に

び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
我
が
国
の
工
業
ひ
と
つ
見
て

も
、
輸
出
品
は
勝
る
も
の
が
あ
っ
て

増
大
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ぞ
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

人
は
愛
涙
が
あ
れ
ば
笑
み
も
あ
る

「
人
」　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

　

そ
し
て
喜
怒
哀
楽
の
人
生
路
。
一

つ
趣
味
に
生
き
甲
斐
を
持
と
う
。

　

「
粉　

雪
」

二
井
宿　

高

橋

礼

子（
３
月
）

朝
の
光
の
中
を
落
ち
て
く
る

粉
雪
の
煌き

ら

め
き
は

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

い
の
ち
の
輝
き
の
よ
う

思
わ
ず
空
へ
と
の
ば
し
た
手
の
ひ
ら
で

柔
ら
か
く
溶
け
て
い
っ
た

深し

ん

し

ん々

と
冷
え
わ
た
る

夜
の
静し

じ

ま寂
に
舞
う
粉
雪
の
煌
め
き
は

い
の
ち
の
最
後
の
輝
き
の
よ
う

凛り

ん

と
し
て

私
の
中
に
溶
け
て
い
く

ふ
と
思
っ
た

人
生
と
い
う
こ
の
一
瞬
の

い
の
ち
の
輝
き
は

大
切
な
人
の
心
の
中
に
溶
け
て
ゆ
き

い
つ
の
日
か
ま
た

だ
れ
か
の
心
の
中
に

き
ら
き
ら
と　

き
ら
き
ら
き
ら
と
…

こ
う
し
て
父
も
母
も
私
の
命
も

愛い

と

し
い
人
た
ち
の
心
の
中
で

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と

橘　
　

朱　

果
・
選

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

日
本
の
詩
歌
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

の
美
し
さ
と
微
妙
な
変
化
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
作
者
が
粉
雪
の
輝
き

に
、
生
と
死
に
お
け
る
い
の
ち
の
輝

き
と
宇
宙
の
中
の
一
瞬
の
人
生
に
お

け
る
い
の
ち
の
輝
き
を
連
想
し
、
愛

し
い
人
の
心
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
納
得
す
る
。

　

こ
の
詩
の
何
が
優
れ
て
い
る
か
と

言
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ
の
豊
か
さ
と
美

し
さ
で
あ
ろ
う
。
詩
人
に
と
っ
て
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
が
思
想
で
あ
る
。

雪
国
で
は
、
粉
雪
で
あ
ろ
う
と
雪
が

地
上
に
落
ち
る
の
は
当
た
り
前
、
そ

の
当
た
り
前
と
見
ら
れ
る
も
の
に
驚

き
、
感
動
す
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
情

が
詩
を
生
む
。
「
詩
の
真
髄
は
純
粋

性
で
あ
る
。
清
冽
性
で
あ
る
」
（
田

中
冬
二
）
。
ま
さ
し
く
今
回
の
「
粉

雪
」
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

参
道
に
咲
き
競
い
ゐ
る
紫
陽
花
に

　

今
朝
は
似
合
い
の
細
き
雨
ふ
る

糠
野
目　

小

林

昭

重（
９
月
）

　

寺
院
か
墓
路
に
咲
い
て
い
る
紫
陽

花
の
花
を
詠
ま
れ
た
、良
い
歌
で
す
。

激
動
の
昭
和
の
御
世
も
過
去
と
な
り

　

平
和
と
な
り
て
米
寿
生
き
ぬ
く

糠
野
目　

中

野　

博（
９
月
）

　

大
東
亜
戦
や
昭
和
の
激
動
を
詠
ま

れ
、
長
寿
を
生
き
抜
か
れ
た
良
い
歌

で
す
。

晩
秋
の
つ
る
べ
落
し
の
日
が
沈
む

　

茜
の
色
に
山
な
み
染
め
て

石　

岡　

安

部　

富（
２
月
）

　

秋
の
日
暮
刻
の
茜
の
空
を
詠
ま
れ

た
良
い
歌
で
す
。

晴
れ
た
日
に
奇
麗
に
並
ぶ
足
跡
は

　

ダ
ン
ス
し
て
た
か
動
物
達
よ

亀　

岡　

齋
藤
ユ
リ
子（
２
月
）

　

雪
の
上
を
走
り
ま
わ
る
動
物
の
足

跡
を
詠
ん
だ
面
白
い
歌
で
す
。

※
賞
の
対
象
は
町
内
在
住
者
と
し
ま
し
た
。

　

佳　

作

「
南
の
空
の
お
星
さ
ま
」

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ（
３
月
）

過
ぎ
し
夏
の
日

南
の
中
天
に
沢
山
の
お
星
さ
ま

わ
た
し
は
い
つ
で
も
一
人
で
見
て
る

あ
れ
は
南
の
空
で
、海
で
陸
で

祖
国
を
偲
び　

故
郷
を
偲
び

そ
し
て
父
母
を
想
っ
て

散
っ
て
い
っ
た
多
く
の
若
者
達
の

涙
が
集
ま
っ
て
で
き
た

哀
し
い
星
座

日
本
の
空
へ
来
て　

今
の
世
を

ど
ん
な
想
い
で
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　

作
者
は
「
あ
ゝ
同
期
の
桜
」
を
読

み
な
が
ら
、
作
詩
さ
れ
た
と
い
う
。

評
者
も
最
近
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
の

戦
死
に
つ
い
て
書
か
れ
た
「
餓
死
の

研
究
」
と
い
う
本
を
読
ん
だ
。
本
国

か
ら
の
補
給
路
が
断
た
れ
、
大
半
が

餓
死
し
て
逝
っ
た
と
。
彼
ら
は
「
南

の
空
で
」「
今
の
世
を
ど
ん
な
想
い

で
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
ふ

と
思
わ
ず
に
は
居
れ
な
か
っ
た
。

「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
年
間
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
は
ご
出
席
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
投
稿
し
て
み
た
い
」、「
つ
ど
い
に
興
味
が
あ

る
」
方
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
平
成
24
年
６
月
３
日(

日)

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

○
場
所
／
高
畠
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ 

◆
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

　
「
文
芸
欄
」        

☎
52
４
４
７
６

投
稿
者
と

   

選
者
の
つ
ど
い
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番号 講　　座　　名 担当課
１ 選挙について 選挙管理委員会

２ 予算のみかた 企画財政課
３ 町の行財政改革 企画財政課
４ これからの町づくり～総合計画～ 企画財政課
５ 地縁団体のつくり方 企画財政課
６ ＮＰＯって、なあに？ 企画財政課
７ 町税のしくみ 税 務 課
８ 子育て支援と保育サービス 教育総務課
９ 子育てを支援します 教育総務課
10 広げよう　地域の支えあい 福 祉 課
11 みんなで防ごう！児童虐待 福 祉 課
12 子どものいろいろな手当 福 祉 課
13 障害者を支える福祉サービス 福 祉 課
14 こころの健康づくり 福 祉 課
15 認知症を理解する 福 祉 課
16 高齢者虐待を知っていますか？ 福 祉 課
17 はじめよう、身体づくり　その１ 福 祉 課
18 はじめよう、身体づくり　その２ 健康推進課
19 メタボリックシンドロームを予防しよう 健康推進課
20 何をどれだけ食べればいいの？ 健康推進課
21 歯と歯ぐきの健康づくり 健康推進課
22 知って実行！乳がん自己検診法　 健康推進課
23 もっと知りたい　たばこの話 健康推進課
24 介護保険制度について 町 民 課
25 医療保険について 町 民 課
26 知って得する国民年金 町 民 課
27 「eco」ってなんだろう？ 生活環境課
28 おひさまと森のエネルギーを利用しよう 生活環境課
29 ごみ分別に迷ったら 生活環境課
30～ 36 エコライフシリーズ　Vol. １～７ 生活環境課
37 環境にやさしい事業所になろう 生活環境課
38 生活排水対策のはなし 上下水道課
39 水道のしくみ 上下水道課

番号 講　　座　　名 担当課
40 農地について 農業委員会
41 農業者年金のすべて 農業委員会
42 農業者戸別所得補償制度について 産業経済課
43 森林を知ろう 産業経済課
44 商店街を歩いてみよう 産業経済課
45 高畠町の工業 産業経済課
46 観光スポット早わかり 産業経済課
47 たかはたブランドって何？ 産業経済課
48 デマンド交通で出かけよう！ 産業経済課
49 高畠町の都市計画 建 設 課
50 景観づくりのすすめ 建 設 課
51 道路や河川のはなし 建 設 課
52 地籍調査って何？ 建 設 課
53 高畠町の文化財 社会教育課
54 高畠町の歴史 社会教育課
55 図書館はこんなところ 社会教育課
56 公民館ア・ラ・カ・ル・ト 社会教育課
57 自治公民館の活用法 社会教育課

58
生涯スポーツの振興と

健康体力づくり　その１
社会教育課

59
生涯スポーツの振興と

健康体力づくり　その２
社会教育課

60 地域における生涯スポーツの振興 社会教育課
61 家庭教育は大事です 社会教育課
62 復活！地域のちから 社会教育課
63 青少年の健全育成 社会教育課
64 関心ありませんか？身近な議会のこと 議会事務局
65 自主防災組織のつくり方 総 務 課
66 防災（災害）に対する心構え 総 務 課
67 住宅用火災警報器設置と防火の備え 総 務 課
68 健康ですごすために 公 立 高 畠 病 院

69 上手なお風呂の入り方 公 立 高 畠 病 院

　「高畠町まちづくり出前講座」は町職員が、「たかはた町民講座」は知識や技術を持った町民が講師とな

り、みなさんの生涯学習をサポートします。

高畠町まちづくり出前講座＆たかはた町民講座

番号 講　　座　　名 講師氏名 内　　　　　　　　　　容

１
浜田広介の生涯と作品
万葉の歌人たち

☆ 冨 樫 　 徹
浜田広介およびひろすけ童話について
古典から近現代文学までの初歩
万葉集の初歩

２ 楽々初歩俳句講座 ☆○ 荒 井 俊 二 初歩・基礎から俳句一般 (俳句会の見学は１人でも可)
３ やさしい茶道 ○ 渡 部 雅 子 茶道教室（裏千家）
４ 暮らしの作法・お茶 ○ 佐 藤 京 子 茶道　お茶会時の作法　裏千家茶道の作法（初級)　
５ 和・空・閑 ○ 梅 津 典 子 煎茶道教室（煎茶道方円流）
６ 和服・聞く・着る講座 ☆○ 市 川 長 子 着物着付け実技指導・着物の知識について（講義)

７ 押し花クラブ ○ 小野まつ子
押花での小物作り（コースター、しおり、皿絵、額絵)
草木のつるなどを使ったドライフラワーアレンジ

８ 四季の彩り ☆ 古 川 キ エ 草月流生け花の指導

９
伝統文化を大切に
～生け花～

○ 中 村 康 子
美しい花に手を加えてさらに美しく活ける楽しさ、花の
ない生活が寂しくなる、楽しくなる花の活け方

10
人生楽しく・わくわく講座
子育ち、自分育ちの楽しいお話

☆○ 菊 地 剛 謙
幼児・小中学校保護者、中高年者、婦人など多世代を対
象にした講演・お話。

11 くらし・いきいき ☆○ 平 　 謙 雄
詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩)、青少年健全育成（幼～青
年､保護者)、高齢者の生き方

12 謡曲 ☆○ 星 　 吉 郎 金剛流　謡曲全般・結婚式・歳祝・新宅祝関係ほか

13 藤本流・三味線（弾き語り） ☆○ 藤 本 繁 一
童謡・唱歌・歌謡曲・民謡・俗曲・ナツメロ等
唄と三味線・弾き語り

14 大菊づくり講座 ○ 髙 橋 幸 雄
さし芽　4月下旬～ 5月上旬作業実技、小鉢、大鉢揚実技
講習・管理、生育管理・施肥の方法、8月下旬～ 9月上旬
シェード実施、輪台付作業の実技等（10 月～）

15 絵画教室 ☆ 原 田 春 二 絵画（洋画～水彩・油絵・多色版画）、彫塑（レリーフなど）

16
生活習慣病を防ぐ食事＆健
康運動講座

☆○ 髙　梨　和　雄
楽しみいっぱい、簡単な生活習慣病を防ぐ食事と森林ウ
オーク体験、野草、薬草、木の実、雑穀の採取法
調理の仕方、里山散策法の指導

17 むか～し、あったけど ○ 佐　藤　吉　雄 町内の歴史　語り部
18 むか～し、あったけど ○ まほろば語り部の会 語り部　事務局／須藤のり子

19
鍋帽子Ｒを作って、使って
エコクッキング

☆○ 米沢友の会高畠支部
鍋帽子Ｒの製作、鍋帽子Ｒを使った保温調理の実習
代表／島津恵理子

20 げんきかい講座 ○ げんきかい
健康づくりのための楽しい軽運動やストレッチなど
事務局／菅野優子

平成24年度　高畠町まちづくり出前講座メニュー

平成24年度　たかはた町民講座メニュー

　

いつでも・どこでも・誰でも学べる手軽な講座ですいつでも・どこでも・誰でも学べる手軽な講座です！！

☆専門的講座　　○体験講座

《まちづくり出前講座》《まちづくり出前講座》
　◆ 受講できる方／町内小中高校、町内在住および勤務者で５人以上で構成された団体・グループ

　　　　　　　　　であれば、受講することができます。

　◆ 講座の内容／ 69講座の中からお選びください。メニューに無い講座も可能ですので、お気軽

　　　　　　　　　にご相談ください。

　◆ 開催時間・場所／平日、休日を問わず、午前９時～午後９時までの２時間以内の講座であれば、

　　　　　　　　　　お伺いします。詳細はお問い合わせください。

　◆ 講 師 料／町職員が講師として出向きますので、一切必要ありません。（主催：高畠町）

《《たかはたたかはた町民講座》町民講座》
　◇ 受講できる方／３人以上で構成された団体・グループであれば、受講することができます。
　　　　　　　　　ただし、講座によっては１人でも受講可能ですので、ご相談ください。
　◇ 講座の内容／ 20講座の中からお選びください。
　　　　　　　　　連続した受講も可能ですので、ご相談ください。
　◇ 開催時間・場所／原則として午前９時～午後９時までの２時間以内。
　　　　　　　　　　 詳細はお問い合わせください。
　◇ 講 師 料／様々な技術、知識をお持ちの町民ボランティアの方が講師として出向きます。
　　　　　　　　　講師料は無料ですが、材料費が生じる場合は参加者の負担になります。

（主催：たかはた町民講座運営委員会　事務局：町社会教育課）

【まちづくり出前講座・たかはた町民講座とも】
　　▶申込み方法／講座開催日の14日前までに、所定の申込書により町中央公民館にお申し込みください。

　　　　　　　　　（申込用紙は町中央公民館・各地区公民館・生涯学習館に備え付けてあります。）

　　▶問 合 せ 先／町社会教育課地域振興係　☎（52）４４８７　ＦＡＸ（52）５０４３
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ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ

　４月７日㈯、入学式を迎えた高畠小学校では、春の
交通安全県民運動にあわせた交通安全啓発活動が行わ
れました。
　町交通安全対策協議会と関係団体のみなさんが校門
前に集合し、入学式を迎える新入生に反射材などをプ
レゼント。ピカピカに光るランドセルを背負った新１
年生は、元気な笑顔を見せながら、「ありがとう」と
受け取っていました。
　登下校のときは車に十分注意して、みんなで仲良く
学校に通ってくださいね。

安全な登下校を

やまがた花回廊キャンペーン2012

　平成23年度消防関係者表彰伝達が３月23日㈮、消
防団員ら約200人が参加し、町文化ホールで行われま
した。
　長年にわたり消防事業に貢献、日々精錬された個人
や団体を対象に、消防庁長官表彰をはじめとする表
彰・感謝状が伝達されました。
　地域防災のあり方と重要性が注視される今日、消防
団員のさらなる活躍が期待されます。

地 域の防災に尽力

　４月１日㈰、「やまがた花回廊キャンペーン2012」
の高畠町オープン式・おもてなし行事が太陽館にて行
われました。
　「食べっしゃつばさ」と銘打った山形新幹線つばさ
を、チンドン屋「四五六座」をはじめとする町関係者
らが見送ると、レンタサイクル・電動トライクの安全
祈願祭が行われました。
　参加者や太陽館を訪れた人々は、愛称「とりっぷる
ん」と名付けられたソーラーパネル付き電動トライク
に視線が釘付け。高畠駅から町内への二次交通手段と
して、観光とエコを兼ね備えた乗り物の登場に多くの
試乗者がありました。

　第14回全東北歌謡選手権大会が３月25日㈰、町文
化ホールで開催されました。
　「がんばろう東北 !!よみがえれ東北 !!たちあがれ東北
!!」をスローガンに、明日に向かって夢と感動を伝え
るため、多くの出場者が日頃練習した歌声を披露しま
した。
　年齢やレベルにあわせ６部門に分かれて披露された
歌声に、会場に詰めかけた観客からは多くの拍手が送
られました。

日頃の練習の成果を披露

みんなの気持ちを贈ります

　「財団法人日本さくらの会」が主催する「全国さくら
祭り中央大会」で、「ぬかのめ桜会」が「さくら功労者」と
して表彰されました。
　この賞は、さくらの保護・育成を振興、研究するなど、
さくらに関する著しい功績があり、模範となる団体を
表彰するものです。
　「ぬかのめ桜会」は平成16年３月に設立され、40人の
会員が最上川および砂川河川公園桜街道等の景観の美
化や維持管理活動を行っております。今回、桜の苗木の
植樹や看板の設置などの長年の功績が認められ受賞と
なりました。

お めでとうございます

　４月１日㈰、置賜２市２町（米沢市・南陽市・川西町・
高畠町）の消防本部が統合し、置賜広域行政事務組合
消防本部が発足し、圏域人口約 16万５千人の安全安
心を守る広域消防体制がスタートしました。
　発足式の後、高機能消防司令センター前ではテープ
カットが行われ、続いてはしご車による記念放水がな
されました。
　広域消防体制による迅速な出動体制により、これま
で以上に地域住民の安全・安心の要となります。

置 賜広域行政事務組合消防本部発足

　３月12日㈪、亀岡小学校から被災地支援のための
義援金が高畠町に届けられました。
　義援金は地域の方々の協力を得ながら、缶やプルタ
ブなどの資源物を回収し、換金したものです。児童を
代表して６年生の安部竜平さんと鈴木智也さんが、亀
岡小学校児童全員の想いのこもった義援金を寒河江町
長に手渡しました。
　寄せられた義援金は日本赤十字社を通じて被災地に
送られます。

　置賜・村山地域では春の観光キャンペーンとして、
JR東日本と連携し「やまがた花回廊キャンペーン」を
開催します。
　花・食・歴史・まちなか歩き観光を基本テーマとした
イベントを開催するほか、花いっぱい運動など地域住民
と一体となった温かいおもてなしでお客様をお迎えし、
「住んで良し、訪れて良し」の街づくりを推進します。
　詳しくはやまがた花回廊キャンペーン実行委員会（置
賜総合支庁観光振興室☎（26）6046）または“やまがた花
回廊”で検索いただき、ホームページをご覧ください。
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薪ストーブ・ペレットストーブ設置に薪ストーブ・ペレットストーブ設置に
助成があります助成があります

暖かさにプラス暖かさにプラス“炎”“炎”とと“木の香りが心地いい”“木の香りが心地いい”と評判の薪ストーブとと評判の薪ストーブと
ペレットストーブ。ペレットストーブ。
暖房を「木」の燃料に変えることで地球温暖化を防ぐことにつながります。暖房を「木」の燃料に変えることで地球温暖化を防ぐことにつながります。
この機会に設置してみてはいかがでしょうか？この機会に設置してみてはいかがでしょうか？

▶▶対　象対　象／家庭や事業所、農業施設等において薪ストーブ、／家庭や事業所、農業施設等において薪ストーブ、
　　　　　またはペレットストーブを設置する方　　　　　またはペレットストーブを設置する方
▶▶内　容内　容／【薪ストーブ】設置する経費の１／３、上限 10万円／【薪ストーブ】設置する経費の１／３、上限 10万円
　　　　　【ペレットストーブ】設置する経費の１／５、上限５万円　　　　　【ペレットストーブ】設置する経費の１／５、上限５万円
▶▶経　費経　費／ストーブ本体、煙突のほか、測量、工事等の費用も含まれます。／ストーブ本体、煙突のほか、測量、工事等の費用も含まれます。
▶▶期　間期　間／５月 15 日㈫～／５月 15 日㈫～
　　　　　予算の範囲内で先着順に受け付けます。　　　　　予算の範囲内で先着順に受け付けます。

▶上記申込み・問合せ先／町生活環境課環境推進係　☎（52）１２１５

犬の登録と予防接種について犬の登録と予防接種について

期 日 時 間 場 所

５月７日㈪
10：00 ～ 11：00 二井宿地区公民館前
13：30 ～ 15：00 屋 代 地 区 公 民 館 前

５月８日㈫ 13：30 ～ 14：30 多目的広場（旧高畠病院）
５月９日㈬ 9：30 ～ 11：00 糠野目生涯学習館前

５月 10 日㈭
10：00 ～ 11：00 和 田 地 区 公 民 館 前
13：30 ～ 14：30 亀 岡 地 区 公 民 館 前

５月 27 日㈰ 9：30 ～ 10：30 中 央 公 民 館 前

▶狂犬病予防注射日程

▶狂犬病予防注射代／３，１００円（当日持参）
▶新規登録／印鑑と登録料３，０００円（当日持参）
▶問合せ先／町生活環境課環境衛生係　☎（52）１５９６

《これだけは守りたい飼い主の義務》
◇動物の本能、習性および生理をよく理解

　して飼う

◇犬や猫の繁殖制限に努める

◇生活環境を害することのないよう責任を

　もつ

◇動物の所有者を明らかにするよう鑑札を

　着用する

◇放し飼いはしない

◇ふんは持ち帰る

◇最後まで責任をもって飼う

犬のふんの持ち帰りを！犬のふんの持ち帰りを！
　これまでも何度かお知らせしておりますが、犬のふんの放置が後を絶ちません。
　みんなが集まる公園、緑道、歩道、宅地の中、畑など色々な所に取り残されている現状です。犬の習
性として、一度その場所に排せつするとずっとそこにし続けると言われています。
　また、ふんの処理用具を持たない人・持っていても使わない人も見かけます。ひどいことに放置した
人に注意をしたら逆にどなられたという人もいます。
　「ふん」はだれが見ても嫌なものです。ましてやふみつぶしてしまった場合などは、本当にいきどお
りを感じるものです。
　自分のかわいい愛犬のためにも
　　　　　　ふんはその場に放置したり、埋めたりせずに持ち帰りましょう。ふんはその場に放置したり、埋めたりせずに持ち帰りましょう。

※記載の空間放射線量の下で１年間生活したとしても、平常時の日常生活における
　１年間の外部被曝量が１m

ミリシーベルト

Sv を超えることはありません。

高畠町内の高畠町内の道路側溝汚泥の放射線検査の結果道路側溝汚泥の放射線検査の結果についてについて
　置賜広域行政事務組合千代田クリーンセンターとして浅川最終処分場に搬入するため、側
溝汚泥の放射性物質測定が必要であること、また、春先から各地区で始まる側溝清掃を安全
に行っていただくために実施したものです。
　１．測定方法／「廃棄物関係ガイドライン 平成 23 年 12 月（環境省）」に準拠
　２．測定機器／ゲルマニウム半導体検出器
　３．汚泥採取日／平成 24 年３月 16 日
　４．調査結果／下表のとおり

調 査 箇 所 調 査 方 法
分 析 結 果

放射性ヨウ素
放射性セシウム

134
放射性セシウム

137
放射性セシウム

合計
高 畠 地 区

各地区２か所
から採取し、
混合して１検
体とした

未検出 ４４０ ６３０ １０７０
二 井 宿 地 区 未検出 ２７０ ３８０ ６５０
屋 代 地 区 未検出 ５１０ ７７０ １２８０
亀 岡 地 区 未検出 ３２０ ４２０ ７４０
和 田 地 区 未検出 ３６０ ５１０ ８７０
糠 野 目 地 区 未検出 ２００ ３００ ５００

町内全箇所混合試料
上記、全採取
地点を混合

未検出 ４４０ ７１０ １１５０

　放射性物質の測定結果が上記のとおり「放射性物質汚染対処措置法」に基づく指定廃棄物
の基準である８，０００Bq（ベクレル：セシウム合計 134+137）〔※山形県内で被災地から
受け入れる場合の基準は１／２である４，０００ベクレル〕を大きく下回る結果であったた
め、これまでどおり最終処分場（浅川）において埋め立て処分ができることになりました。
　また、上記の調査箇所から汚泥を採取するにあたり、参考値として空間線量も測定した結
果、下記に示す通りでした。

採取地の汚泥上 測 定 値
１メートル 0.05 ～ 0.09

１センチメートル 0.06 ～ 0.11

※放射性核種の放射能の強さ（放射能としての量）はベク
レル（Bq）で表し、放射線を浴びる人体へのダメージ等（放
射線の量）をシーベルト（Sv）で表しています。

３　
　

月

積雪上 １日 ２日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 12日 13日 14日 15日 16日 19日 22日 23日 26日 27日 28日 29日 30日
100㎝ 0.06 0.05 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 0.08 0.06 0.07 0.07 0.08 0.06 0.07 0.07 0.07 0.07 0.08 0.08 0.07
50㎝ 0.06 0.06 0.07 0.09 0.07 0.08 0.08 0.09 0.08 0.08 0.07 0.08 0.07 0.08 0.08 0.08 0.08 0.09 0.08 0.08
５㎝ 0.06 0.06 0.08 0.10 0.09 0.10 0.09 0.10 0.08 0.09 0.10 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.10 0.11 0.10 0.09
積雪深
（㎝） ９ ８ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※１月６日から積雪のため、測定場所を役場コンテナ倉庫の東側（積雪下の地表面は土）に変更しています。
※測定値は、概ね午前９時に、積雪上（足下から）のそれぞれの高さにおいて 30 秒毎５回計測した平均値
　（小数点以下３位未満四捨五入）を記載しています。

【役場庁舎北側における空間線量測定結果】
（単位：μ

マイクロシーベルト/アワー

Sv/h）

（単位：B
ベクレル／キログラム

q/Kg）

（単位：μ
マイクロシーベルト/アワー

Sv/h）

▶問合せ先／町生活環境課　☎（52）１５７７

測定機器／シンチレーション式サーベイメーター（日立アロカメディカル社製）
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住宅関連補助金の申請を受け付けます
　町は住環境の整備や景気浮揚、地域の活性化等を目的に、住宅に関する補助金事業を実施
します。お気軽にお問い合わせいただきご活用ください。

１．住宅リフォーム支援事業助成金
　○対象工事
　　　町内に自ら居住する持家住宅（車庫・物置を含　
　　む）のリフォーム工事
　○助成費要件
　　　平成24年 4月 1日以降の契約で、一般リフォー
　　ムのみは 50万円以上の工事が対象。要件リフォ
　　ーム（※）含みは最低額を設けません。
　　（※）部分補強、省エネ化、バリアフリー化、県　
　　　産木材使用のいずれかを含む工事。詳しくは　
　　　お問い合わせください。
　○助成額
　　●一般リフォーム／
　　　　　　　　全体工事費の５％（最大５万円）
　　●要件リフォーム／
　　　　　　　　全体工事費の 10％（最大 20万円）
　　　要件リフォームに該当する工事があれば、一般
　　リフォームと合わせての助成（最大25万円）が　
　可能です。

２．耐震診断士派遣事業
　○対象となる方
　　　昭和 56 年以前建築の木造戸建て住宅（在来軸
　　組工法）にお住まいの方

　○事業の内容
　　　町が認定する耐震診断士を派遣します。
　　　診断士は現地調査を行い耐震性を診断します。
　○費用負担
　　　診断費用６万円のうち申請者は１割６千円を負
　　担し、残り５万４千円を町が負担します。

３. 木造住宅耐震改修事業補助金
　○対象となる方
　　　上記２の耐震診断により住宅の耐震改修工事を
　　行う方
　○助成額
　　　交付対象工事費の町１/３・県１/４（最大　
　　120万円）

４. 若者定住促進事業助成金
　○対象となる方
　　　町外から移住定住する目的で町内に住宅を取得
　　する満 40 歳以下の若者夫婦世帯
　○助成額
　　住宅取得費の 10％（最大50万円）
※いずれの事業も平成25年２月末日までに工事　　
　が完了または実績報告できることが必要で、
　予算内で申請順とします。

▶申込み・問合せ先／町建設課建築住宅係
☎（52）１１１５

町営住宅の入居者を募集します
名称・所在地 戸 数 構 造 等

町営御入水団地　A-21
高畠町大字安久津 24

１戸
（２DK）

低層耐火２階建
（平成５年度建設）

町営弥生団地　D-11
高畠町大字高畠 509-5

１戸
（３DK）

中層耐火３階建
（平成 11 年度建設）

町営弥生団地　E-12
高畠町大字高畠 509-5

１戸
（２LDK）

中層耐火３階建
（平成 12 年度建設）

●入居資格／現在住宅に困っている方で、
　　　　　　収入月額が 15 万８千円以下
　　　　　　（高齢者の方や身体に障害の
　　　　　　ある方は 21 万４千円以下）
　　　　　　の方
●家　　賃／収入月額に応じた家賃となり
　　　　　　ます。
●申込方法／平成 23年度分の源泉徴収票、自営の方については最新の申告書等の写しを準備の
　　　　　　うえ、所定の申込書（町建設課にあります）に必要事項を記入しお申込みください。
●募集期間／５月１日（火）～５月 11 日（金）まで
●入居予定時期／６月上旬頃
●申込・問い合わせ先／町建設課建築住宅係　☎（52）１１１５
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　納税額を早くお知らせすることにより、納税の利便性が向上できるよう、本年は５月８日ころ固定資産税の
納税通知書および納付書を発送いたしますので、ご理解・ご協力くださいますようお知らせいたします。
　また、納期の前であっても、納税することができます。

第
１
期

納 期 ５月15日㈫～５月31日㈭ 第
３
期

納 期 ９月18日㈫～ 10月１日㈪

口座振替日 ５月31日㈭ 口座振替日 10月１日㈪
第
２
期

納 期 ７月17日㈫～７月31日㈫ 第
４
期

納 期 11月15日㈭～ 11月30日㈮

口座振替日 ７月31日㈫ 口座振替日 11月30日㈮

平成24年度　固定資産税納期および口座振替日

固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ

問合せ先／町税務課資産税係 ☎（52）２０７８

軽自動車税納期限は５月１日㈫です！軽自動車税納期限は５月１日㈫です！
納期のお知らせ【４月の納期】納期のお知らせ【４月の納期】
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山形県交通安全県民運動

「やさしさを　のせて走ろう　山形路」
　高畠町内での重大事故が多発していま
す。車の運転中は、前をよく見て「運転
に集中」しましょう。

高畠町暮らしのガイドブック高畠町暮らしのガイドブックを作成しました
　町では、各種届出や証明などの行政情報、医療機関情報な
ど、くらしに役立つ情報を１冊にまとめた「高畠町暮らしの
ガイドブック」を作製しました。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 45（＋ 8） 1（＋ 1） 56（＋ 6）

南陽市 63（＋17） 0（± 0） 82（＋22）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成24年３月31日現在の交通事故発生状況

　暮らしのガイドブックは、㈱ゼンリ
ンと協働で発行したもので、作製に関
する費用はすべて広告収入でまかなっ
ています。冊子は４月号の広報紙と一
緒に町内の各世帯へ配布します。また、
新しく転入された方、まだお手元に届
いていないご家庭には、町役場町民課
で配布します。
　身近なところに置いて、日常生活に
ご活用ください。
　※行政情報および手続きについては、町役場各担当課まで
　お問い合わせください。
◇広告・地図内容に関する問合せ先／㈱ゼンリン山形支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 023（647）7464
◇問合せ先／町企画財政課広聴広報係　　☎（52）４４７６

▼
問
合
せ
先
／
町
監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

２
０
８
２

滞納the滞納tthehe
税
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５月の相談５月の相談５月の相談
出
演

大
募
集

出
演

大
募
集

BAND BATTLE
2012 in Takahata2012 in Takahata

BAND BATTLE
2012 in Takahata

問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９

【ホームページ】 http://www.mahora-takahata.jp/【ホームページ】 http://www.mahora-takahata.jp/

問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９

【ホームページ】 http://www.mahora-takahata.jp/《高畠町文化ホール自主企画事業》《高畠町文化ホール自主企画事業》《高畠町文化ホール自主企画事業》

◇◇日　時日　時／平成24年５月29日（火）　／平成24年５月29日（火）　
◇◇開　演開　演／午後７時（開場／午後６時30分）／午後７時（開場／午後６時30分）
◇◇会　場会　場／高畠町文化ホール　ホワイエ／高畠町文化ホール　ホワイエ

《全席自由》《全席自由》
◇◇前売券前売券／ 4,000円（当日4,500円）／ 4,000円（当日4,500円）
◇◇チケット取扱いチケット取扱い／太陽館・道の駅たかはた・／太陽館・道の駅たかはた・
㈲高砂屋菓子店・平吉弥商店・イオン米沢店・㈲高砂屋菓子店・平吉弥商店・イオン米沢店・
八文字屋長井店・町文化ホール・ローソンチ八文字屋長井店・町文化ホール・ローソンチ
ケット（Ｌコード：２５４０８）・チケットぴあ（Ｐケット（Ｌコード：２５４０８）・チケットぴあ（Ｐ
コード：１６３‐８３０）コード：１６３‐８３０）

細坪基佳細坪基佳
SOLO 20th anniversary LIVESOLO 20th anniversary LIVE

『最上川TSUBOくだり PARTⅢ』

細坪基佳細坪基佳

高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
　火曜日から金曜日 ９時～19時
　土・日曜日・祝日 ９時～17時

高畠町立図書館
◎５月の休館日

●は休館日

図 書 館

☆ふうせんクジラ　ボンはヒーロー
わたなべゆういち　佼成出版社

☆ペンギンきょうだい　ふねのたび
工藤ノリコ　ブロンズ新社

☆なんでも魔女商会 18
　　うわさのとんでも魔女商会

　あんびるやすこ　岩崎書店
☆男子☆弁当部
　　オレらの青空おむすび大作戦

　イノウエミホコ　ポプラ社
☆ 14 歳の世渡り術
　　からだと心の対話術

近藤良平　河出書房新社
☆ナツカのおばけ事件簿
　　魔界ドールハウス

斉藤 洋　あかね書房
　 アンティーク・ショップで女の子
が消えた。おばけたいじ屋のナツカ
とパパがあやしいドールハウスを見
てみると、消えた女の子そっくりの
人形が…。ナツカのおばけ事件簿シ
リーズ第10弾。

町 立図 書館

★蜩ノ記
葉室 麟　祥伝社

★途方もなく霧は流れる
唯川 恵　新潮社

★金の成る木
　シドニィ・シェルダン　アカデミー出版
★つや姫―10万分の１の米

　五十嵐佳子　角川学芸出版
★パソコンで困った時に開く本2012

　朝日新聞出版
★ルーズヴェルト・ゲーム

池井戸潤　講談社
　監督に見捨てられ、主力選手をも
失ったかつての名門・青島製作所野
球部。
　廃部か存続か。繁栄か衰退か。人
生を賭した男達の戦いが始まる…。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　４月の「企画展」

  『たねをまこう！』
　雪もとけて種まきの季節になりました。

　ガーデニング・庭いじりに便利な本を紹

介しています。新しい野菜・花に挑戦して

みてはいかがでしょう！

こども読書まつりを開催しますこども読書まつりを開催します
日時：４月 22日（日）９時～ 16 時　　場所：町立図書館
内容：○子どもの本を無料でブックコート　○おはなし会　○リサイクル工作（紙バッグ作り）

【お知らせ】

BANDBAND
あなたも“まほら”のステージに

立ってみませんか！

○日時／平成 24 年８月 26 日㈰　予定
○会場／高畠町文化ホール
○開演／午後１時　予定
○参加料／無料
○参加条件／アマチュアバンド
　　　　　　（ジャンル・年齢・出演経験不問）
　その他参加条件等についてはお問い合わせください。
○応募方法／申込書に必要事項を記入しお申し込み
　ください。（申込書は町文化ホール窓口にあります）
○応募締切／６月 30 日㈯　※定員になり次第締切

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

悩まず、迷わず、まず相談!!
相　談　名 内　　容 相談日・曜日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日　2日、9日
16日、23日、30日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第1・３水曜日
2日、16日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
9日、16日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ）各 種 法 律 相 談 第４水曜日

23日 13：30～15：30

教 育 子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 7日㈪  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：15 地域包括支援センター 地域包括支援センター

☎（52）4495
食事・運動相談
（予約制）

食事や運動など
健康に関する相談

第１・３木曜日
17日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康推進課健康増進係

☎（52）5045
障 が い 者（児）
支 援 相 談

身体・知的・精神障
がいに関する相談

第２火曜日
8日

10：00～15：00
（受付14：00まで） 総合交流プラザ2階 福祉課障害者福祉係

☎（52）4473
女性の健康
(予約制）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日　1日、8日
15日、22日、29日 13：00～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205
こころの健康
(予約制） うつ等、心に関する健康 第２木曜日

10日 14:30～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3015

感 染 症 検 査
(予約不要） エイズ・B型肝炎等 毎週月曜日 13：00～14：00 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002
心 の 相 談 会
(予約制）

大切な人を自死で亡
くした方の心の相談 8日㈫ 10：15～14：30 県精神保健福祉センター 県精神保健福祉センター

☎023（624）1217

２６日

４月の太陽館ふろの日は…

紅茶風呂紅茶風呂
ゴールデンウィーク企画
５月３日　ラベンダー風呂
　　４日　宝寿湯
　　５日　菖蒲湯
４月２８日～５月６日までの９日間は、
　”ポイント２倍サービス”
ガラポン抽選の全てのポイントが２倍です。

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
花
あ
じ
さ
い
会

　

社
会
福
祉
基
金
へ３

０
、０
０
０
円

▼
入
生
田
北
永
寿
会

　

福
祉
の
た
め
に　

　

一
円
玉
募
金　
　

４
、４
７
３
円

　

亀
岡
小
学
校
へ　
　
　

雑
巾
70
枚

▼
舟
山
ま
さ
子
さ
ん（
荒
町
）

　

福
祉
の
た
め
に　
　
　

布
巾
91
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に

１
０
、０
０
０
円

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
高
畠
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

ね
ほ
だ
れ
大
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

▼
㈲
高
畠
清
掃

１
０
、０
０
０
円

▼
八
巻
功
さ
ん
（
中
和
田
）

歌
謡
シ
ョ
ー
入
場
券
16
枚

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
，
４
５
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
，
４
５
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
，
６
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
，
４
５
０
円

５
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
ハ
ギ
ウ
ダ　
　

☎
52
３
４
８
５

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈲
安
部
設
備　
　

☎
57
２
０
６
９

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

　
　
　
　
　
受
付
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
の
3
月
11
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
被
害
が
甚
大
な
こ
と
か
ら
、

受
付
期
間
が
次
の
と
お
り
延
長
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

▼
受
付
期
間
／
平
成
24
年
9
月
28
日
㈮
ま
で

　　

▼
受
付
・
問
合
せ
先
／
町
福
祉
課
地
域
福
祉
係　

☎
52
３
５
６
４

α派の分泌でリラックス！美肌や冷えにも効果あり
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▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

〜 

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

〜

▲お別れパーティーの様子
　いっぱい遊べて楽しかったね☆

　
（
５
月
号
に
掲
載
す
る
の
は

平
成
23
年
５
月
中
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
）

●
申
込
書
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
写
真
を
持
参
の

　

う
え
町
企
画
財
政
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
な
お
、
応
募
写
真
は
現
像
済
み
の
写
真
・
デ
ジ

　

タ
ル
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
と
も
に
可
能
で
す
。

▲お友だちといっぱい遊べるよ！

●
申
込
締
切
／
５
月
２
日
㈬

●
申
込
み
先
／
町
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係

　

☎
52
４
４
７
６

平成23年４月８日生（竹上）

石
いしやま

山友
ゆ う な

菜  ちゃん

おばあちゃん大好き♡おばあちゃん大好き♡

平成23年４月７日生（高安）

元気いっぱいの女の子です☆元気いっぱいの女の子です☆

木
き む ら

村優
ゆ う か

花ちゃん

満
１
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す　

　

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
支
援
セ
ン
タ
ー
も
お

子
さ
ん
の
元
気
に
遊
ぶ
姿
や
、
お
家
の
方
同
士
の
会
話

が
は
ず
み
、
に
ぎ
や
か
な
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
る
だ
け
で

な
く
、
お
子
さ
ん
同
士
、
お
家
の
方
同
士
の
出
会
い
の
場
、

交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
話
し
下
さ
い
。
私
た
ち
ス
タ

ッ
フ
が
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
講
座
、

お
家
の
方
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
託
児
つ
き
の
講
座

な
ど
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
５
月
の
み
ん
な
の
広
場

で
は
、
親
子
で
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、

育
児
講
座
で
は
、
親
子
で
出
来
る
「
ヨ
ガ
」
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。
日
時
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
育
児
講
座
は
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
み
ん
な
の
広
場　

〝
こ
い
の
ぼ
り
制
作
〞

　

親
子
で
制
作
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

▼
日
時
／
５
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
育
児
講
座　

〝
親
子
で
ヨ
ガ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
〞

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

　

▼
日
時
／
５
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
い
っ
ぱ
い
遊
び
に
来
て
、
お
友
だ

ち
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成23年４月９日生（幸町一）

伊
い ざ わ

澤ひかりちゃん

そば屋の看板娘です !!そば屋の看板娘です !!

今月の医療証今月の医療証

《子育て支援医療証（就学前まで）》
　今月末で更新が必要な方は、１歳児～６歳児
で誕生日が４月２日生～５月１日生の方です。

▼持ち物／①お子さんの健康保険証
　　　　　②印鑑（スタンプ印以外）
　　　　    ③扶養者の平成22年分の所得額と
　　　　         控除額のわかる書類（平成23年
　  　　　　１月１日に高畠町に住所が無い方）

▼申請受付期間／４月 23日㈪～５月 11日㈮

▼申請・問合せ先／町町民課医療給付係
                                                   （52）１３２７

《高齢受給者証》
　今月高齢受給者証をお
送りする方は昭和17年
４月２日～昭和17年５
月１日生まれの方です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認くださ
い。国保以外の方は、現在加入している健康保
険より交付されます。

参
加
者
募
集
！

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア  

（
シ
ン
グ
ル
ト
ン 

お
よ
び 

シ
ド
ニ
ー
）

７
月
31
日
(火)　

〜　

８
月
９
日
（木） 　

10
日
間

　

豊
か
な
国
際
感
覚
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
次
代
を
担
う
若
者

が
外
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
、
外
国
に
対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
授
業
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現
地
の
自
然
散
策

な
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派

遣

地

派
遣
期
間

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

高
畠
町
人
材
養
成
事
業

▼
応
募
資
格
／

　

○
高
畠
町
に
在
住
す
る
中
学
３
年
生
・
高
校
生

　
　

で
、
外
国
の
文
化
や
生
活
に
興
味
が
あ
り
、

　
　

協
調
性
に
富
み
団
体
行
動
の
で
き
る
方
。

　

○
６
月
中
旬
か
ら
出
発
前
ま
で
、
７
回
程
度
の

　
　

事
前
研
修
に
参
加
で
き
る
方
。

　
　
（
過
去
に
こ
の
事
業
お
よ
び
同
種
の
事
業
に

　
　

よ
る
派
遣
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

▼
募
集
人
員
／
12
人
程
度

▼
自
己
負
担
金
／
研
修
費
用
10
万
円

　
（
た
だ
し
、
渡
航
手
続
き
費
用
・
個
人
的
経
費

　

等
は
別
途
か
か
り
ま
す
）

▼
応
募
方
法
／
①
海
外
派
遣
員
申
請
書　

②
学
校

　

長
・
保
護
者
の
承
諾
書　

③
自
己
ア
ピ
ー
ル
表

　

を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
用
紙
は
中
学
校
、
高
校
、
町
社
会
教
育

　
　

課（
町
中
央
公
民
館
内
）に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
23
日
㈪
〜
５
月
14
日
㈪
必
着

▼
派
遣
員
の
選
考
／
書
類
審
査
と
面
接

▼
派
遣
員
の
決
定
／
６
月
上
旬
に
本
人
へ
通
知

▼
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育
課   

☎　

４
４
８
７

▲平成23年度海外派遣の様子

新
幹
線
つ
ば
さ
で
行
こ
う

第
24
回 

親
子
ふ
れ
あ
い
列
車

松
島
遊
覧
船
と
笹
か
ま
館
＆

松
島
遊
覧
船
と
笹
か
ま
館
＆

　
　
　

ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
旅

　
　
　

ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
旅

平
成
24
年
７
月
21
日
㈯　
《
定
員
３
１
０
名
》

【
旅
行
代
金
】

　
　

大　

人　

８
、６
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

　
　

子
ど
も　

６
、５
０
０
円
（
小
学
生
）

　
　

幼　

児　

４
、０
０
０
円
（
小
学
生
未
満
）

　
　

乳　

児　
　
　

８
０
０
円
（
３
歳
未
満
）

【　行　程　】【　行　程　】
高畠駅発　7：40 頃　⇒　笹かま館・ビール工場見学　⇒高畠駅発　7：40 頃　⇒　笹かま館・ビール工場見学　⇒
昼食　12：30 頃（ホテル松島大観荘）⇒　松島湾遊覧船乗船昼食　12：30 頃（ホテル松島大観荘）⇒　松島湾遊覧船乗船
⇒　高畠帰着　18：15 頃⇒　高畠帰着　18：15 頃
※片道乗車時間　行き　新幹線つばさ（貸切）　約１時間 30分※片道乗車時間　行き　新幹線つばさ（貸切）　約１時間 30分
　　　　　　　　帰り　バス（貸切）　　　　　約２時間 15分　　　　　　　　帰り　バス（貸切）　　　　　約２時間 15分

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
（社）
高
畠
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
57
３
８
４
４
・
ＦＡＸ
57
４
１
７
８

浜

田

広

介

記

念

館

ひ

ろ

す

け

子

ど

も

祭

▼
期
日
・
内
容
／

　

５
月
３
日　

魚
つ
り
大
会
・
ひ
ろ

　

す
け
童
話
か
る
た
大
会
・
わ
な
げ

　

大
会

　

５
月
４
日　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

　

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
み
ん
な
で
踊
ろ

　

う
！
花
笠
音
頭

　

５
月
５
日　

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

　

木き

ま
ま
に
・
う
っ
ど
・
わ
あ
く
（
う

　

み
の
流
木
細
工
を
楽
し
も
う
）

　

紙
芝
居
＆
む
か
し
語
り

《
常
設
イ
ベ
ン
ト
》

　

ミ
ニ
縁
日（
綿
あ
め
・
玉
こ
ん
に
ゃ

　

く
・
水
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
）、

　

古
本
市
、
出
店
コ
ー
ナ
ー

　

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
》

　

５
月
３
日
〜
５
日
開
催
の
ひ
ろ
す

け
子
ど
も
祭
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館　

　
　
　
　
　
　
　

☎　

３
８
３
８

祝祝
開業開業2020周年周年

つばさが福島経由で直接仙台駅に
乗り入れるというめったにない体
験ができます！
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広告

◎問合せ先／町健康推進課（げんき館内）　☎（52）５０４５◎問合 先／町健康推進課（げんき館内） （ ）

げんき館からのお知らせ

日本脳炎の予防接種を受けましょう日本脳炎の予防接種を受けましょう
　日本脳炎の予防接種については、接種後に重い病
気になった事例があったことをきっかけに、平成
17年度から平成21年度まで、日本脳炎の予防接種
のご案内を行っていませんでした。その後、新たな
ワクチンが開発され、現在は通常通り接種を受けら
れるようになりました。
　◆今年度の案内対象者
　　　○３歳／１期初回接種　
　　　○４歳／１期追加接種
　　　○８歳、９歳／母子健康手帳を確認し、１期
　　　　接種が不足している場合は、残りの回数を
　　　　接種してください。

※１期接種の機会を逃した平成17度～ 18年度生
　まれの方への１期接種は、ワクチンの供給量も
　踏まえつつ、来年度以降にご案内する予定です。
※案内の対象となっていない場合でも、予防接種
　法施行令の一部改正により、平成７年６月１日
　～平成19年４月１日生まれの方で、１期・２
　期の接種が終わっていない方は、20歳未満ま
　での間に、定期予防接種（無料）として接種が
　できることになりました。母子健康手帳を確認
　いただき、接種を希望する方は予診票をお渡し
　しますので健康推進課（げんき館）へご連絡く
　ださい。

　広報たかはた 3月号の平成 24 年度母子保健
事業「1歳 6か月児健診」の対象者の年度に誤
りがありました。お詫びして訂正いたします。
　
　誤：平成 21 年生　→　正：平成 22 年生
　誤：平成 22 年生　→　正：平成 23 年生

お詫びと訂正

平成 24年度も子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの平成 24年度も子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの
予防接種助成を実施します。予防接種助成を実施します。

特定不妊治療費助成事業のお知らせ特定不妊治療費助成事業のお知らせ
　平成 24 年度より、特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受けているご夫婦に対し、
経済的負担の軽減を図るためにその一部を助成します。

助成内容／ 1回の治療につき 5万円を限度に、1年度目は 3回まで、2年度目
　　　　　以降は年 2回まで、通算 5年間、かつ通算 10 回まで申請すること
　　　　　ができます。（この事業は、山形県で実施している 1回 15 万円の　
　　　　　助成に、５万円を上乗せするものです。）
助成対象／山形県特定不妊治療費助成事業の助成の決定を受けている事　等

※詳細は、町健康推進課健康増進係（げんき館）までお問い合わせください。

肺炎球菌ワクチン予防接種の助成制度肺炎球菌ワクチン予防接種の助成制度
　高畠町では、平成 23 年度より肺炎球菌ワクチン予防接種の助成を行っており、平成 24
年度も引き続き助成を行います。助成の対象となる方は次のとおりです。

対 象 者
高畠町民で平成 24年４月１日現在、75歳以上の方
＊平成 24年度に新しく対象者となる方は、昭和 11年４月１日～昭和 12年
　３月 31日生です。

助 成 額
３，０００円（1人 1回のみ）
＊医療機関によって異なりますが、接種料金は 8,000 円程度となっており、
　その一部の 3,000 円を助成するものです。

助成期間 平成 24年４月１日～平成 25年３月 31日

注意事項

＊平成 23年度に受けた方は対象外となります。
＊平成 24年度中に 75歳を迎える方は対象外となります。
＊平成 23年度に受けなかった方で、希望される方は町健康推進課（げんき館）
　にご連絡ください。

   休日診療所を利用しましょう!!

期　日 当番医氏名 電話番号 受付時間

４月22日㈰ 板　垣　敏　明

0238（40）3456 ８時45分～11時45分
13時～16時30分

４月29日㈰ 三　須　久　子

４月30日㈪ 鈴　木　泰　宏

５月３日㈷ 石　黒　光治郎

５月４日㈷ 佐　藤　正　年

５月５日㈷ 安　日　　新　

５月６日㈰ 後　藤　利　昭

５月13日㈰ 大　西　正　一

５月20日㈰ 渡　辺　彰　博

５月27日㈰ 加　藤　浩　司

　◇南陽東置賜休日診療所当番医　（南陽市椚塚420‐7）

期　日 地区名 担当歯科医院 電話番号 診療時間

４月22日㈰ 米　沢 万 世 歯 科 ク リ ニ ッ ク 0238（28）0820

９時～15時

４月29日㈰ 米　沢 高 橋 歯 科 医 院 0238（23）8888

４月30日㈪ 白　鷹 岩 崎 歯 科 医 院 0238（85）2003

５月３日㈷ 米　沢 五 十 嵐 歯 科 医 院 0238（22）1121

５月４日㈷ 南　陽 齋 藤 歯 科 医 院 0238（47）3309

５月５日㈷ 長　井 五 十 嵐 歯 科 医 院 0238（88）2343

５月６日㈰ 長　井 松 下 歯 科 医 院 0238（87）0878

５月13日㈰ 米　沢 渡 部 歯 科 医 院 0238（21）1610

５月20日㈰ 南　陽 伊 藤 歯 科 医 院（ 宮 内 ） 0238（45）2030

５月27日㈰ 白　鷹 わ た な べ 歯 科 医 院 0238（85）1873

　◇置賜地区休日歯科当番医

※受診の際は、必ず保険証をご持参ください。

健康な町づくりを目指す 『げんき高畠21』 推進中健康な町づくりを目指す 『げんき高畠21』 推進中



やきとり大吉 高畠店

空メールを
送信してください

2445d@ikichi.jp

メルマガ会員登録された方５％割引致します。
　（消費税分）

高畠町大字高畠542

☎0238-52-5551

平成 24 年度は
ランダム営業となります。
休日、営業時間変更は
メールにてご連絡させ
ていただきます。
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「げんき高畠歩こうかい」

行　程 期　日 時　間 集合会場 服装・持ち物

糠野目地区を歩く
５月12日㈯

８時30分～
   ９時45分

糠野目生涯学習館
歩きやすい服装、
履きなれたシュー
ズ、帽子、飲み物

５月19日㈯
５月26日㈯

高畠地区を歩く
６月２日㈯

げんき館６月９日㈯
６月16日㈯

　※雨天時は、中止となります。　　◆申込み・問合せ先／町健康推進課（げんき館内）☎（52）５０４５

～さわやかな季節、一緒に歩きましょう～～さわやかな季節、一緒に歩きましょう～　　

　さわやかな季節になりました。ウォーキングで健康づくりをはじめましょう。
　ウォーキングは、他の運動と比べて腰やひざへの負担も軽いので気軽に続けられるうえ、
肥満予防や生活習慣病の予防にも役立ちます。
　町の健康運動サポーターのみなさんと一緒に歩きませんか？

平成 24年度　健診日程表平成 24年度　健診日程表

平成 24年度　結核健康診断日程表平成 24年度　結核健康診断日程表

月 日
４ 16・17・18・19・23・24・25・26
５ 7・8・9・10・11・14・15・16・17・21・22・23・24・28・29・30・31
６ 1・4・5・6・7・8・11・12・13・14・18・19・20・21・25・26・27・28
７ 2・3・4・5・6・9・10・11・12・13・17・18・19・23・24・25・26・30・31
８ 1・2・3・6・7・8・9・10・20・21・22・23・27・28・29・30
９ 3・4・5・6・7・10・11・12・13・14・18・19・20・24・25・26・27
10 1・2・3・4・5・9・10・11・12・15・16・17・18・22・23・24・25・29・30・31
11 1・2・5・6・7・8・9・12・13・14・15・19・20・21・22・26・27・28・29

▶実施場所／町健診センター（げんき館）および公立高畠病院
▶受付時間／午前７時～７時３０分　
　受診日は指定してご案内しております。
　ご都合が悪い場合などは変更できますので、遠慮なくご連絡ください。
▶問合せ先／町健診センター　☎（52）１１１６

月 日
４ 18・19・25・26
５ 9・10・16・17・23・24・30・31
９ 19・20・26・27

◇ 65歳以上の方は、◇ 65歳以上の方は、
　　　　年１回の結核健康診断が　　　　年１回の結核健康診断が

義務付けられています◇義務付けられています◇

　かかりつけ医などで、結核健康診断（胸部レントゲン撮影）を受けられた方は、通知書の
「医療機関証明欄」に記入してもらって、げんき館に提出してください。
　受診したことが証明できる書類と一緒に通知書を提出していただいてもかまいません。
▶問合せ先／町健診センター　☎（52）１１１６

高畠町がん検診推進事業高畠町がん検診推進事業

　女性特有のがんと大腸がんの予防・早期発見を目的に働き盛りの世代が無料で検診を受けることが
できる「がん検診推進事業」を今年度も実施します。ぜひ、この機会にがん検診を受けましょう！

子宮がん検診・乳がん検診・大腸がん検診無料クーポン券を対象者の方に送付します

年　齢 生年月日 男　性 女　性

20歳 平成３年４月２日～平成４年４月１日

子宮がん検診
25歳 昭和 61年 4月 2日～昭和 62年 4月 1日

30歳 昭和 56年 4月 2日～昭和 57年 4月 1日

35歳 昭和 51年 4月 2日～昭和 52年 4月 1日

40歳 昭和 46年 4月 2日～昭和 47年 4月 1日

大腸がん検診

大腸・乳・子宮がん検診

45歳 昭和 41年 4月 2日～昭和 42年 4月 1日

大腸がん検診
乳がん検診

50歳 昭和 36年 4月 2日～昭和 37年 4月 1日

55歳 昭和 31年 4月 2日～昭和 32年 4月 1日

60歳 昭和 26年 4月 2日～昭和 27年 4月 1日

平成 24年度　がん検診推進事業対象者

5 月の乳幼児健診・健康相談事業日程5月の乳幼児健診・健康相談事業日程
健診・健康相談 実施月日 受付時間 対象児生年月日

４ か 月 児 健 診 ５月31日㈭ 13時までおいでください 平成24年１月生

モグモグぐんぐん離乳食・育児相談 ５月23日㈬ ９時15分～９時30分 平成23年９・10月生

す く す く 育 児 相 談 ５月15日㈫ ９時30分～10時30分 平成23年４月生

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
５月16日㈬

13 時～ 13 時 15 分

平成22年９月生

２ 歳 児 歯 科 健 康 相 談 平成22年３月20日から
４月30日生

２ 歳 ６ か 月 児 歯 科 健 診 ５月24日㈭ 平成21年10・11月生

３ 歳 児 歯 科 健 康 相 談
５月11日㈮

平成21年４月生

３ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成20年９月25日から
10月31日生

広告

高畠町に一つだけの鍼灸専門治療院

まほろば針灸院
  時間予約制  電   話  ０２３８－５２－４５３３
　　 鍼灸師　平田朋子（介護予防運動指導員）

　　　　　　保険治療要相談（要医師同意書）
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渡
し
は
８
月
１
日
以
降

▼
対
象
／
０
〜
２
歳
児（
３
歳
未
満
）

▼
参
加
費
／
粘
土
３
０
０
円
、
桐
箱

　

５
０
０
円（
希
望
者
）

▼
申
込
締
切
／
希
望
日
の
３
日
前　

　
（
当
日
受
付
も
可
、
た
だ
し
予
約

　

者
優
先
）

▼
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考

　

古
資
料
館　
　
　

☎
52
２
５
８
５

赤
ち
ゃ
ん
手
形
を
つ
く
ろ
う

▼
日
時
／
５
月
19
日
㈯
９
時
〜
16
時

　
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

　

①
勾
玉
・
弓
矢　

②
石
器

▼
対
象
／
①
小
学
３
年
生
以
上（
３

　

年
生
未
満
は
保
護
者
と
一
緒
）
②

　

小
学
４
年
生
以
上（
４
年
生
未
満

　

は
保
護
者
と
一
緒
）

▼
参
加
費
／
各
２
０
０
円
（
１
点
に

　

つ
き
）

▼
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山

勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ
う

雪　国

戸建マンション

株式会社株式会社  菅野実務研究所菅野実務研究所
山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3
TELTEL  52-413352-4133

不動産を科学する不動産を科学する
宅地建物取引業許可／山形県（9）1037

シンフォニー
　Ver. Ⅰ～Ⅲ　本体価格 1,360万円～

カンノジツム 検索

雪下ろしのいらない「インサイダー無落
融雪建築工法」（特許公開中）と省エネの
「地温空調システム工法」（特許申請中）に
よる住み良くエコな高断熱住宅です。
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広告 広告

　

５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」
で
す
。

看
護
の
日
と
看
護
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

左
記
の
日
程
で
「
健
康
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
12
日
㈯
10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
山
形
県
看
護
協
会
会
館

　　　　

　

う
き
た
む
農
楽
校
（
の
う
が
く
こ

う
）
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
食
べ

物
作
り
の
共
通
体
験
を
通
じ
て
、
人

の
魅
力
、
食
の
魅
力
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
に
出
会
い
ま
し
ょ
う
。

▼
内
容
／
若
手
農
業
者
講
師
陣
と
米

　

作
り
、
果
樹
、
野
菜
栽
培
、
食
べ

　

歩
き
、
収
穫
祭
等

募　
　

集

離
職
者
に
対
す
る

　

職
業
訓
練
７
月
生
募
集

▼
訓
練
期
間
／
７
月
３
日
㈫
〜
12
月

　

25
日
㈫

▼
募
集
科
（
定
員
）
／
テ
ク
ニ
カ
ル

　

メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科
（
18
人
）
・
住

　

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
18
人
）

▼
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

　

は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
間
／
４
月
27
日
㈮
〜
５
月

　

31
日
㈭

▼
選
考
日
／
６
月
７
日
㈭

▼
問
合
せ
先
／
山
形
職
業
訓
練
支
援

屋
代
村
塾
婚
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

入
校
生
募
集

講　
　

座

　

稲
作
・
果
樹
・
野
菜
栽
培
の
基
礎

を
夜
間
に
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
開
催
講
座
／
稲
作
・
果
樹
・
野
菜

　

の
３
コ
ー
ス

▼
開
催
回
数
／
６
〜
９
回
（
５
月
11

　

日
㈮
か
ら
順
次
開
催
）

▼
開
催
時
間
／
18
時
30
分
〜
21
時

▼
会
場
／
天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
募
集
人
数
／
50
人

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
込
期
限
／
５
月
１
日
㈫

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

農
業
大
学
校
研
修
部

　
　
　

☎
０
２
３
３（
22
）８
７
９
４

働

き

な

が

ら

学

ぶ

農

業

入

門

講

座

受

講

生

募

集

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

　

形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考

　

古
資
料
館　
　
　

☎
52
２
５
８
５

　

伊
達
正
宗
、
片
倉
小
十
郎
、
吉
田

松
陰
等
多
く
の
人
々
が
歩
い
た
道
を
、

山
菜
等
の
自
然
学
習
を
し
な
が
ら
伊

達
の
屋
代
舘
を
め
ざ
し
歩
き
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
12
日
㈯
９
時
15
分
〜

　

15
時（
受
付
８
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所
／
二
井
宿
地
区
公
民
館

▼
参
加
費
／
大
人
２
、０
０
０
円
、

　

小
中
学
生
１
、０
０
０
円
（
昼
食

　

代
、
保
険
料
含
む
）

▼
募
集
／
先
着
50
人

▼
服
装
等
／
山
歩
き
で
き
る
服
装
で

　

帽
子
、
雨
具
等
を
持
参
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他
／
昼
食
会
に
山
菜
お
こ
わ

　

・
山
菜
汁
・
山
菜
料
理
等
を
準
備

　

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
４
月
27
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
二
井
宿
地

　

区
公
民
館　
　
　

☎
52
１
０
０
１

　

古
道
ハ
イ
ク
事
務
局　

島
津

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
２
３
７

第
14
回
二
井
宿
峠
古
道
ハ
イ
ク

▼
内
容
／
血
圧
・
体
脂
肪
・
骨
密
度

　

等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
栄
養
や
介

　

護
に
関
す
る
相
談
等

▼
参
加
料
／
無
料

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
看
護
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

山
形
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

▼
テ
ー
マ
／
音お
と
が
く学
や
ま
が
た
〜
音
を

　

通
し
て
く
ら
し
を
見
つ
め
な
お
す

▼
日
時
／
６
月
10
日
㈰
13

　

時
〜
16
時
30
分（
開
場
12
時
30
分
）

▼
定
員
／
３
０
０
人（
先
着
順
）

▼
場
所
／
遊
学
館　

ホ
ー
ル

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
山
形
学
」
講

　

座
担
当　

　
　

☎
０
２
３（
６
２
５
）６
４
１
１

道
の
駅
た
か
は
た
５
月
の
展
示

《
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
》

　

見
た
り
、
ふ
れ
た
り
楽
し
い
お
も

　

ち
ゃ
大
集
合

《
花
鳥
俳
句
会
作
品
展
》

▼
期
間
／
５
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

▼
問
合
せ
先
／
道
の
駅
た
か
は
た　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
５
４
３
３

月      日
４月 29
日㈰昭和
の日

4月 30
日㈪振替
休日

５月１日
㈫

５月２日
㈬

５月３日
㈭憲法記
念日

５月４日
㈮みどり
の日

５月５日
㈯こども
の日

５月６日
㈰

５月７日
㈪

町 立 図 書 館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

町 営 体 育 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 武 道 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 野 球 場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町多目的グランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町テニスコート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町 陸 上 競 技 場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

体 育 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

多目的屋内運動場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浜田広介記念館 ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ×
ひろすけ子どもまつり開催

県立考古資料館 × × ○ ○ ○ ○ 無料開館 ○ ×

町 郷 土 資 料 館 × × ○ ○ ○ ○ 無料開館 ○ ×

上 和 田 交 流 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高畠町社会教育施設ゴールデンウイーク中の開館状況

相　
　

談

《
ト
ラ
ブ
ル
解
決
機
関
》

▼
受
付
日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
９

　

時
15
分
〜
17
時

▼
概
要
／
月
１
回
程
度
、
各
府
県
へ

の
出
張
相
談
も
行
い
ま
す
。
弁
護
士

に
よ
る
相
談
日
も
設
け
て
い
ま
す
。

（
無
料
）

▼
問
合
せ
先
／
日
本
損
害
保
険
協
会

　

そ
ん
ぽ
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
７
０（
０
２
２
）８
０
８

損

害

保

険

に

関

す

る

ご

相

談

　

簿
記
能
力
の
向
上
、
事
務
能
力
の

試　
　

験

第

131
回
簿
記
検
定
試
験

増
進
を
通
し
て
、
企
業
経
営
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
日
／
6
月
10
日
㈰　

▼
会
場
／
米
沢
商
工
会
議
所

▼
申
込
締
切
／
５
月
10
日
㈭

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
米
沢
商
工

　

会
議
所　
　
　
　

☎
21
５
１
１
１

▼
募
集
人
数
／
20
〜
30
代
の
女
性
、

　

15
人
程
度

▼
参
加
費
／
年
間
３
、０
０
０
円

▼
応
募
締
切
／
５
月
10
日
㈭

▼
開
講
式
／
５
月
26
日
㈯

▼
問
合
せ
先
／
屋
代
村
塾　

事
務
局

　

冨
樫
☎
０
９
０（
７
３
２
５
）５
９
０
８

県

立

農

業

大

学

校

園

芸

教

室

受

講

生

募

集

　

基
礎
的
な
園
芸
の
知
識
と
農
作
業

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
／
５
月
18
日
㈮
か
ら
４
回

　
（
１
回
２
時
間
）

▼
会
場
／
県
立
農
業
大
学
校

▼
募
集
人
数
／
花
き
コ
ー
ス
・
野
菜

　

コ
ー
ス　

各
30
人

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
込
期
限
／
５
月
９
日
㈬

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
立

　

農
業
大
学
校
研
修
部

　
　
　

☎
０
２
３
３（
22
）８
７
９
４

山

形

県

介

護

学

習

セ

ン

タ

ー

介

護

講

座

開

催

▼
受
講
対
象
／
現
在
介
護
し
て
い
る

　

方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら

　

ど
な
た
で
も

▼
開
催
日
／
５
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬

　

・
23
日
㈬
・
30
日
㈬

▼
開
催
時
間
／
13
時
〜
15
時

▼
定
員
／
30
人

▼
参
加
費
／
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
介

　

護
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）７
４
３
１

第27回山形県シャクナゲ展示会

▼日時／５月19日㈯・20日㈰９時～17　
時（20日は16時まで）

▼場所／町総合交流プラザ

▼内容／展示、緑のプレゼント（19 日・
　20日先着100人）、植え替え・剪定　　
の実技指導等、頒布会

たかはた健康麻雀クラブ
会　員　募　集

　初心者・女性大歓迎

▼活動日／毎週火曜日・金曜日
　　　　　13時～ 17時

▼会場／町総合交流プラザ　２階

▼会費／入会金2,000円、月会費1,000円

▼募集人数／４人
　応募・問合せは、活動日に直接会場に
　おいでください。

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

　

セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

山
形
）☎
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６
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